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１  

リアルタイムモニタをお使いの前に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ご注意 

 

 
本プログラムはAdministratorでログオンしてインストール 

してください。 

 

お使いになる場合、下記手順が必要です。 

 

① ユーザーアカウント制御（UAC）を無効にしてからインストール 

してください。 

 

② LAN通信を行うのでファイアウォールの設定を無効にするか、 

例外許可の設定を行ってください。 

 



２  

        インストール前に「ユーザーアカウント制御（UAC）の設定を行います。 

 

        「コントロールパネル」を開き「システムとセキュリティ」をクリックします。 

         

 

        「ユーザーアカウント制御設定の変更」をクリックします。  

         

 

 

 

  



３  

        「コンピューターに対する変更の通知を受け取るタイミングの選択」  

        を通知しないにスライドして「OK」をクリックします。 

         

 

        「はい」をクリックします。 
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この取扱説明書について 

 

  この取扱説明書は、本プログラムのインストール時にコンピュータ内に自動的に  

  保存されます。 

  インストール完了後は、『スタート』メニューからこの取扱説明書を参照することが  

  できます。 

 

  【１】『スタート』をクリックしアプリの一覧を表示します。 

  【２】『リアルリンクツール取扱説明書』を選択します。 

  【３】『（本プログラム） 取扱説明書』をクリックすると、この取扱説明書を 

     表示します。 

 

   ※取扱説明書は PDF 形式で作成されています。 

ご覧いただくためには、アドビシステムズ社の Acrobat Reader(5.0 以降推奨) 

または Adobe Reader、Microsoft Edge 等の PDF を表示できるソフトが必要です。 

   ※取扱説明書が表示されない場合は、「取扱説明書が開けない場合は」をお読み 

    ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            取扱説明書を表示します  

 

 

                                            取扱説明書が表示されない場合は 

                                              こちらをお読みください 
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           ・PC/ATは米国IBM社の登録商標です。 

           ・Core 2 Duoは米国Intel社の登録商標です。 

           ・Microsoft 及びWindows 8.1、Windows 10、 

            Windows 11は米国Microsoft社の登録商標です。 

 

     ※この説明書の内容は、改善のため予告なしに一部変更することがありますのでご了承ください。 
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第１章 製品が届きましたら 

 

 このたびは「リアルタイムモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ）」をお買い求めいただき、誠に 

ありがとうございます。 

 本プログラムは、リアルリンクネットワーク上にあるモジュール又はイーサネット上にある 

 ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）のモニタ、モニタデータ蓄積、モニタデータアラーム監視、 

 モニタデータグラフ表示、警報発報通知監視をするソフトです。 

 

 この取扱説明書には「リアルタイムモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ）」をコンピュータにインストール 

 する方法、および、インストール後の操作について書かれています。 

製品を正しく末永くご使用いただくために、ご使用前に必ずお読みください。 

 

 

１－１. 製品の確認 

  次のものがお手元に揃っているかご確認ください。 

  なお、ＣＤ－ＲＯＭは大切に保管してください。 

  ・「リアルタイムモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ）」ＣＤ－ＲＯＭ ．．．１枚 

 

 

  本プログラムを使用する場合は、下記のいずれかのモジュールとリアルリンクツールが 

  必要になります。 

 

     ＜モジュール＞ 

      シリアル変換モジュール  （ＷＲＴ－ＳＣＨ） 

      蓄積モジュール   （ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

      ジョイントモジュール  （ＷＪＭ□） 

      Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール （ＷＴＭ） 

 

     ＜リアルリンクツール＞ 

      モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ） 

 

 

   ※この説明書に記載されている『カウンタ入力モジュール』とは下記のモジュールの 

    ことです。  

    ・ＷＲＢＴ－ＣＮモジュール 

    ・ＷＲＢＴ－ＰＩ□Ｔ－Ａ□００モジュール 

    ・ＷＲＢＡ－ＰＩ□Ｆ－Ａ□０１モジュール 
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１－２. 対応製品 

  本プログラムが対応しているリアルリンク製品については、ＣＤ－ＲＯＭに入っている 

  「ｒｅａｄｍｅ．ｔｘｔ」ファイルにも記載されております。参照してください。 

  ※Ｄ／Ｂアップデートを行った場合、対応製品の一覧はＣＤ－ＲＯＭ内の 

「ｒｅａｄｍｅ.ｔｘｔ」を参照してください。 

本製品は以下のリアルリンク製品に対応しています。 

 

・ＷＲＬシリーズ 

 ＡＴ１ＤＳ、 ＡＴ２ＤＳ、 ＡＴ４ＤＳ、 ＡＴ８ＤＳ 

 ＡＴ１Ｔ□、 ＡＴ２Ｔ□、 ＡＴ１Ｌ□、 ＡＴ２Ｌ□ 

 ＡＴ１Ｒ□、 ＡＴ２Ｒ□、 ＡＴ１ＭＰ、 ＡＴ２ＭＰ 

 ＡＲ１ＤＺ、 ＡＲ１ＤＳ、 ＡＲ２ＤＳ、 ＡＲ４ＤＳ、 ＡＲ８ＤＳ 

 ＤＭ５００、 ＤＭ５０１、 ＣＭ２ＴＲ、 ＣＭ２ＲＹ 

 ＤＴ４ＴＲ、 ＤＴ８ＴＲ、 ＤＴ１６ＴＲ、ＤＴ４ＴＤ、 ＤＴ８ＴＤ、ＤＴ１６ＴＤ 

 ＤＲ４ＴＲ、 ＤＲ８ＴＲ、 ＤＲ１６ＴＲ、ＤＲ４ＲＹ、 ＤＲ８ＲＹ、ＤＲ１６ＲＹ 

 ＬＧ４ＴＲ、 ＬＧ８ＴＲ、 ＬＧ４ＲＹ、 ＬＧ８ＲＹ 

 

・ＷＲＢＴシリーズ 

 ＡＴ１ＤＳ、 ＡＴ２ＤＳ、 ＡＴ４ＤＳ、 ＡＴ８ＤＳ 

 ＡＴ１Ｔ□、 ＡＴ２Ｔ□、 ＡＴ１Ｌ□、 ＡＴ２Ｌ□ 

 ＡＴ１Ｒ□、 ＡＴ２Ｒ□、 ＡＴ１ＭＰ、 ＡＴ２ＭＰ 

 ＡＲ１ＤＺ、 ＡＲ１ＤＳ、 ＡＲ２ＤＳ、 ＡＲ４ＤＳ、 ＡＲ８ＤＳ 

 ＤＴ４ＴＲ、 ＤＴ８ＴＲ、 ＤＴ１６ＴＲ、ＤＴ４ＴＤ、 ＤＴ８ＴＤ、ＤＴ１６ＴＤ 

 ＤＲ４ＴＲ、 ＤＲ８ＴＲ、 ＤＲ１６ＴＲ、ＤＲ４ＲＹ、 ＤＲ８ＲＹ、ＤＲ１６ＲＹ 

 ＣＮ２ＴＲ、 ＣＮ４ＴＲ、 ＣＮ８ＴＲ 

 ＰＩ２Ｔ－Ａ□００、    ＰＩ４Ｔ－Ａ□００、    ＰＩ８Ｔ－Ａ□００ 

 

・ＷＫＤシリーズ 

 ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ、 ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡ３４Ｔ、 ＡＥＴ 

 ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ、 ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡ３４Ｆ 

 

・ＷＲＭシリーズ 

 ＰＡ１３ＡＴ、ＰＡ１３ＣＴ、ＰＡ１３ＦＴ、ＰＡ１３ＧＴ、ＰＡ１３ＫＴ、ＰＥ１３ＡＴ 

 ＰＡ３３ＡＴ、ＰＡ３３ＣＴ、ＰＡ３３ＦＴ、ＰＡ３３ＧＴ、ＰＡ３３ＫＴ、ＰＥ３３ＡＴ 

 ＡＥＴ－Ｃ、 ＰＦＴ－Ｐ 

 ＰＡ１３ＡＦ、ＰＡ１３ＣＦ、ＰＡ１３ＦＦ、ＰＥ１３ＡＦ 

 ＰＡ３３ＡＦ、ＰＡ３３ＣＦ、ＰＡ３３ＦＦ、ＰＥ３３ＡＦ、ＰＩ２９Ｆ 

 

・ＷＲＭＰシリーズ 

 ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ、 ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡＬＰＴ 

 ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ、 ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡＬＰＦ 

  



 

１０  

・ＷＲＢＡシリーズ 

 ＰＩ２Ｆ－Ａ□０１、    ＰＩ４Ｆ－Ａ□０１、    ＰＩ８Ｆ－Ａ□０１ 

 ＤＩＯ２ＴＦ、ＤＩＯ４ＴＦ、ＤＩＯ２ＲＦ、ＤＩＯ４ＲＦ 

・ＷＲＢＣシリーズ 

 ＤＩ1６Ｆ、  ＭＡＩ８Ｆ、 ＤＩＯ８Ｆ、 ＲＩ８Ｆ 

 ＡＩ８Ｆ 

 

・ＷＲＭＣシリーズ 

 ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ  ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡ３４Ｔ 

 ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ  ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡ３４Ｆ 

 

・ＷＣＤシリーズ 

 ＰＡ１２Ｆ、 ＰＡ１３Ｆ、 ＰＡ３３Ｆ、 ＰＡ３４Ｆ 

 ＰＡ１２Ｔ、 ＰＡ１３Ｔ、 ＰＡ３３Ｔ、 ＰＡ３４Ｔ 

 

・ＷＲＴシリーズ 

 ＳＣＨ、   ＳＴＨ、   ＳＴＯＦ 

 

・ＷＪＭ□シリーズ 

  

・ＷＪＦシリーズ 

 ＰＡ２、 ＰＥ４、 ＰＡ３４、 ＡＩ１６、  ＶＴ４、  ＣＴ４ 

 ＡＥ８、 ＲＩ８、 ＴＨＩ１６、 ＤＯ１６、 ＤＩ１６、 ＳＴＯ 

 ＩＺ８ 

 

・ＷＫＭシリーズ（ＰＡシリーズ） 

 ＰＡＫＦＮ、 ＰＡＫＴＮ 

    ※ＷＫＭのオプション設定は本ツールでは行えません。 

本体のスイッチで行ってください。 

    ※ＷＲＳ－ＮＣＦＴ V5.00CD、 ＷＲＳ－ＲＥＰＯ V5.00CD 

     ＷＲＳ－ＰＭＳ V7.00CD 以降のバージョンで対応しています。 

     インターフェースにはＷＪＭＣ、ＷＪＭＤ、ＷＪＭＥ、ＷＪＭＦのいずれか 

が必要です。 
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・ＷＫＭシリーズ（ＰＸシリーズ） 

 ＰＸＮＦＮ、 ＰＸＮＴＮ 

    ※ＷＫＭのオプション設定は本ツールでは行えません。 

本体のスイッチで行ってください。 

    ※ＷＲＳ－ＮＣＦＴ V5.20、 ＷＲＳ－ＲＥＰＯ V5.20 

     ＷＲＳ－ＰＭＳ V7.20 以降のバージョンで対応しています。 

     インターフェースにはＷＪＭＣ、ＷＪＭＤ、ＷＪＭＥ、ＷＪＭＦのいずれか 

が必要です。 

 

・ＷＴＭシリーズ 

 ＰＥ６ＬＮ、ＰＥ６ＬＡ 

    ※ＷＲＳ－ＮＣＦＴ V9.30、ＷＲＳ－ＰＭＳ V9.30 

    以降のバージョンで対応しています。 
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第２章 動作条件 

 

２－１. 動作環境 

 

  １．ハードウェア 

    コンピュータ   ：ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴ互換機 

    ・ＣＰＵ     ：インテル® Core™2 Duo プロセッサー 1.8GHz 以上 

    ・メモリ     ：１ＧＢ以上推奨 

    ・ハードディスク ：インストール時、８０Ｇバイト以上の空き 

    ・ＣＤ―ＲＯＭ  ：必須 

    ・ディスプレイ  ：ＸＧＡ１０２４×７６８以上 

    ・マウス     ：必須 

    ・ＣＯＭポート  ：ＣＯＭ１～ＣＯＭ５ 

   ※ＣＯＭ３～ＣＯＭ５はＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。 

 10BASE-T ﾎﾟｰﾄ   : イーサネット使用時必須 

 

  ２．ＯＳ 

 以下の OS に対応しています。 

 ・Windows 8.1 Pro 

 ・Windows 10 Pro 

 ・Windows 11 Pro 

 

  ３．モデム 

    制御コマンドＡＴコマンド準拠 

    MNP４／Ｖ.４２ 

    MNP５／Ｖ.４２ｂｉｓ 

    ＢＵＳＹ時、リトライなし 

     

    弊社推奨モデム 

・ＭＥ５６１４Ｅ２（ＯＭＲＯＮ製）電源内蔵タイプ 

・ＭＥ５６１４Ｄ２（ＯＭＲＯＮ製）電源アダプタタイプ 

 

    弊社推奨ＰＨＳモデム 

     ・ＰＡＵ－７０２ＲＳ  （ＮＥＣマグナスコミュニケーションズ製） 

     ・ＰＡＵ－７０２ＬＮＫ （ＮＥＣマグナスコミュニケーションズ製） 

 

     ※ＰＨＳモデムの詳細については、ＰＨＳモデム取扱説明書を参照してください。 
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２－２. 接続形態 

 

 

 

 

 

 

 

   ○シリアル変換モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）／蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ） 

 

 

 

 

                    

         モデム            モデム 

                                                  

  

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

※シリアル変換モジュール（ＷＲＴ－ＳＣＨ）／蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）は、 

 電力マルチメータ（ＷＫＭシリーズ）には対応していません。 

  

 

 

 

ＷＲＴ－ＳＴＨ 

インターフェース 

   モジュール 

公衆回線 

ＰＨＳ回線 

携帯電波 

 

RS232C ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙ 

RS232C ｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙ 

イーサネット 

ﾘｱﾙﾘﾝｸﾈｯﾄﾜｰｸ 

モジュール モジュール 

ＷＲＴ－ＳＣＨ 

ＷＲＴ－ＳＴＨ 

インターフェース 

   モジュール 



 

１４  

   ○ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）／Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ） 

 

 

 

 

 

                             

                                   

     公衆回線                          

     ＰＨＳ回線                         

     携帯電波 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ イーサネット上のネットワークでジョイントモジュールを使用する場合、ＷＪＭ□－Ｃは 

   構築は出来ません。 

※２ インターフェースを使用してジョイントモジュール（ＷＪＭ□）を使用する場合、 

   ＬＯＮＷＯＲＫＳ上のネットワークではＷＪＭ□－Ｂは使用出来ません。 

 

※  電力マルチメーター（ＷＫＭシリーズ）はＷＪＭＡ／ＷＪＭＢのジョイントモジュールに 

対応していません。 

  

 

 

 

インターフェースモジュール 

ジョイントモジュール※１ 

モデム 

モデム 

ジョイントモジュール※１ 

モジュール／ 

ジョイントモジュール※２ 

 

ジョイントモジュール※１ 

 

ジョイントモジュール 

（ＷＪＭＢ）※１ 

インターフェースモジュール 

ジョイントモジュール 

 

モジュール／ 

ジョイントモジュール※２ 

モジュール 

RS232C ｽﾄﾚｰﾄｹｰﾌﾞﾙ 

RS232C ｸﾛｽｹｰﾌﾞﾙ 

イーサネット 

ﾘｱﾙﾘﾝｸﾈｯﾄﾜｰｸ 

ＷＴＭシリーズ 
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２－３. 動作条件 

 

２－３－１. モジュール登録ツールについて 

 

    本プログラムはモジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）のモジュール登録情報を 

    使用してモニタ設定をします。 

    あらかじめ、モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）をインストール後、 

    ネットワークに接続したモジュールのモジュール情報を登録してください。 

 

     ・シリアル変換モジュールまたは蓄積モジュールを使用する場合は 

      『ＳＣＨ／ＳＴＨ』タブより登録してください。 

  ・ジョイントモジュールまたはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュールを使用する場合は 

      『ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭ』タブより登録してください。 

 

    ※簡易モニタ機能を使用する場合はモジュール登録ツールの情報は必要ありません。 

   ※電力マルチ（ＰＸシリーズ）の高調波次数、高調波相/相間設定は 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で行います。 

    ※モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）については、 

     モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）の取扱説明書を参照してください。 

  

 

２－３－２. 通信ポートの使用について 

 

    本プログラムが使用中のＣＯＭポートを、モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）、 

    蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）、ＤＤＥサーバー（ＷＲＳ－ＤＤＥ）、 

    パラメータ設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＤ－２）、日報･月報ソフト（ＷＲＳ－ＲＥＰＯ） 

    のソフトなどで使用しないでください。 

本プログラム以外の上記ソフトウェアを使用する場合、 

他のＣＯＭポートを使用してください。 

（下記の図 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※同じＣＯＭポートを指定することは可能ですが、同時にソフトウェアを動かす 

      ことはできません。 

  

モジュール登録ツール(WRS-NCFT) 

蓄積設定ツール(WRS-PMS) 

ＤＤＥサーバー(WRS-DDE) 

パラメータ設定ツール(WRS-PMD-2) 

日報･月報ソフト(WRS-REPO) 

リアルタイムモニタ 

(WRS-MONH) 

ＣＯＭ１ ＣＯＭ２ 

ＳＣＨ ＳＴＨ 

 RS232C 

使用可 

使用中 

使用不可 

 RS232C 
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２－３－３. モニタデータについて 

    本プログラムのモニタ更新時間はモジュール台数、ボーレートの設定より変動します。 

    例 モジュール数  ：３００台 

     ○ボーレート   ：５７６００ｂｐｓ 

     ・全画面のモニタデータ更新 ：最大約５０秒 

     ・モニタデータ蓄積  ：１秒ごと 

     （蓄積データは１秒ごとに行われますが最大約５０秒間、同じデータが蓄積されます。） 

     ○イーサネット   

     ・全画面のモニタデータ更新 ：最大約６０秒 

     ・モニタデータ蓄積  ：１秒ごと 

     （蓄積データは１秒ごとに行われますが最大約６０秒間、同じデータが蓄積されます。） 

 

    下記のモジュールの場合、ｎ台として計算します。 

モジュール モジュール台数 

ＷＲＭ １モジュールを４台として計算 

ＷＫＭ １モジュールを７台として計算 

ＷＲＭＰ １モジュールを２台として計算 

ＷＲＭＣ ＰＡ１２ １モジュールを１２台として計算 

ＰＡ１３ １モジュールを８台として計算 

ＰＡ３３ １モジュールを８台として計算 

ＰＡ３４ １モジュールを４台として計算 

ＷＲＢＡ ＤＩＯ １モジュールを２台として計算 

ＷＲＢＣ ＭＡＩ １モジュールを２台として計算 

ＤＩ １モジュールを２台として計算 

ＤＩＯ １モジュールを２台として計算 
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    ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）は以下のＷＪＦモジュールを接続した合計をｎ台として 

    計算します。 

モジュール モジュール台数 

ＷＪＦ ＰＡ２ １ユニットを２台として計算 

ＰＥ４ １ユニットを４台として計算 

ＰＡ３４ １ユニットを１台として計算 

ＡＩ１６ １ユニットを１台として計算 

ＶＴ４ １ユニットを１台として計算 

ＣＴ４ １ユニットを１台として計算 

ＡＥ８ １ユニットを１台として計算 

ＲＩ８ １ユニットを１台として計算 

ＴＨＩ１６ １ユニットを１台として計算 

ＤＯ１６□ １ユニットを１台として計算 

ＤＩ１６□□ １ユニットを３台として計算 

ＩＺ８ １ユニットを１台として計算 
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２－３－４. モニタデータ蓄積について 

    以下の条件では、蓄積データが抜ける事があります。 

    ・他プログラムの影響でＷｉｎｄｏｗｓに負荷がかかり本プログラムの処理が行えない 

     場合。（ウィルスチェックソフトが起動している場合など） 

 

    ・蓄積ファイルのファイルサイズとファイル数により蓄積データの自動削除に時間が 

     かかる場合。 

 

    ・本プログラム（グラフ画面含む）のタイトルバーをドラッグした場合。 

 

 

 

 

     下記方法で回避することが出来ます。 

 

    【１】タスクバーの検索欄に『sysdm.cpl』と入力し、システムのプロパティを開きます。 

    【２】『詳細設定』タブをクリックしパフォーマンス欄の『設定』をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

タイトルバー 
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    【６】『パフォーマンスを優先する』を選択し『適用』をクリックします。 
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２－３－５. モジュールの削除／故障について 

 

    本プログラムでモニタ設定をした後、モニタ設定しているインターフェースモジュール以外 

    のモジュールをネットワークより取り外す場合、必ず下記の手順で行ってください。 

 

    ○モジュールを削除 

 

     ①モニタ設定画面で、ネットワークより取り外すモジュールのモニタ設定をすべて削除 

      します。 

     ②モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で、モジュール登録情報を削除します。 

 

 

 

 

 

 

     ③ネットワークより該当モジュールを取外してください。 

 

    ○モジュールが故障した 

    （故障したモジュールの代りに新しいモジュールをネットワークに取付ける場合） 

 

     ①モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で、故障したモジュールの 

      モジュール登録情報を削除します。 

   

 

 

  

 

 

     ②モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で、故障したモジュールと 

      同じネットワークＮｏ・サブネットＮｏ・モジュールＮｏ・ＩＰアドレス・ 

モジュール名称を指定し新しいモジュール情報を登録します。 

    

 

 

 

 

     

※モニタ設定画面で、ネットワークより取外すモジュールのモニタ設定を削除しない 

     でください。 

    ※電力マルチメータ（ＰＸシリーズ）の場合、新しいモジュールの高調波次数、 

高調波相／高調波相間の設定を行ってください。 

    ※モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）ついては、 

     モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）の取扱説明書を参照してください。  

注意 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）の登録情報削除について  

モジュール登録情報削除時に、『蓄積情報も削除しますか？』、または 

『モジュール内の蓄積情報を削除しますか？』のどちらかのメッセージ 

を表示します。 

必ず『はい』を選択してください。 

 

注意 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）の登録情報削除について 

モジュール登録情報削除時に、『蓄積情報も削除しますか？』、または 

『モジュール内の蓄積情報を削除しますか？』のどちらかのメッセージ 

を表示します。必ず『いいえ』を選択してください。 

必ず『はい』を選択してください。 

 

注意 

 故障したモジュールの登録方法について 

  モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で故障したモジュールを削除後、 

  モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）を終了せずに、そのまま新しい 

  モジュールを登録してください。 



 

２１  

第３章 操作手順 

 

 リアルタイムモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ）を使用するための手順をご確認ください。 

 

３－１. 操作手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ページナンバーをクリックするとそのページにジャンプします。 

  

動作条件 
本プログラムを使用される時、必ず動作条件を 
お読みください。 Ｐ１２ 

インストール 
本プログラム「リアルタイムモニタ」のインストール 
をします。 Ｐ２７ 

監視モニタ 設定したモジュールのデータをモニタ・蓄積をします。 Ｐ６６ 

モニタ設定 モニタするモジュールのデータを設定します。 Ｐ４６ 

イベントログ ログファイルにイベントの日付、時間、内容を 

保存します。 
Ｐ８８ 

環境設定 通信設定、蓄積設定、警報発報通知監視設定、データ表示 

設定、デジタル表示設定をします。 Ｐ３７ 

アラーム設定 

 

アラーム時の表示設定をします。 Ｐ４４ 

グラフ表示 モニタデータのグラフの設定と表示をします。 Ｐ６９ 

簡易モニタ 

 

サブネットＮｏ/モジュールＮｏまたはニューロンＩＤ 

を指定し、モジュールのデータを表示します。 
Ｐ７９ 

画面印刷 

 

監視モニタの画面を印刷します。 Ｐ８９ 

ＳＣＨ／ＳＴＨ／ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭと 

コンピュータの接続と設定をします。 
Ｐ２４

２４ 

ＳＣＨ／ＳＴＨ 

ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭと 

ＰＣの接続と設定 
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３－２. プルダウンメニュー 

   本ソフトウェアに表示されているメニューは下記のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ＭＳＤＥをインストールしていない場合、アラーム設定、モニタ設定、画面印刷、系統図表示 

は選択することができません。 

 

 

  

ログクリア Ｐ８９ 

終了 Ｐ９２ 

ファイル 

簡易モニタ Ｐ７９ 

画面印刷 Ｐ８９ 

ツール 

系統図表示 Ｐ８６ 環境設定 Ｐ３７ 

アラーム設定 Ｐ４４ 

設定 

モニタ設定 Ｐ４６ バージョン情報 Ｐ９２ 

ヘルプ 
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第４章 保証 
 

４－１. 保証期間 

本ソフトウェアの保証期間は納入後1年間といたします。 

 

４－２. 保証範囲 

保証期間内に当社側の責により不具合が生じた場合は、代替品の提供を無償で実施させて 

いただきます。 

ただし、不具合の原因が次に該当する場合はこの保証の対象範囲から除外いたします。 

1) 本書に記載されている条件、環境、取扱いの範囲を逸脱してご使用された場合 

2) 当社以外による構造、性能、仕様などの改変による場合 

3) 本ソフトウェア以外の原因による場合（サーバー故障など） 

4) その他、天災、災害、不可抗力など当社側の責ではない原因による場合 

 

なお、ここでいう保証は本ソフトウェア単体の保証に限るもので、本ソフトウェアの不具合や 

瑕疵から誘発される損害は保証の対象から除かれるものとします。 

 

４－３. 責任制限 

本ソフトウェアに起因して生じた損害に関しては、当社はいかなる場合も責任を負いません。 
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第５章 ＳＣＨ／ＳＴＨ／ＷＪＭ／ＷＶＭ／ＷＴＭと 

コンピュータの接続と設定 

 

 本プログラムを使用する場合、パソコンとシリアル変換モジュール（ＷＲＴ－ＳＣＨ）／ 

 蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ））／ジョイントモジュール（ＷＪＭ／ＷＶＭ）／ 

 Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）を下記のように接続してください。 

 

５－１. 接続 

５－１－１. シリアル変換モジュール（ＷＲＴ－ＳＣＨ）、 

または蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）を使用する場合 

 

    ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。 

（出荷時設定はＣＯＭ１を使用する設定になっています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※ シリアル変換モジュール（ＷＲＴ－ＳＣＨ）では公衆回線での接続は出来ません。 

 

     モデムを使用する場合は蓄積モジュールのモードスイッチの５をＯＮにしてリセット 

（モデム使用モード）してください。 

 

 

 

 

 

 

     ※蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）については、 

      蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）の取扱説明書を参照してください。  

モデム 

 

モデム 

公衆回線 

ＲＳ２３２Ｃ 
ストレートケーブル 

ＲＳ２３２Ｃ 
ストレートケーブル 

 

コンピュータ 

ＣＯＭ１ 

(またはＣＯＭ２～ＣＯＭ５) 

ＲＳ２３２Ｃ 
クロスケーブル 

ＷＲＴ－ＳＣＨ 

ＷＲＴ－ＳＴＨ 
コンピュータ 

ＣＯＭ１ 

(またはＣＯＭ２～ＣＯＭ５) 

ＷＲＴ－ＳＴＨ 

５番のスイッチをＯＮ 

 スイッチＯＮ(上に押す) 

 スイッチＯＦＦ(下に押す) 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

モードスイッチ 
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５－１－２. ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）を使用する場合  

 

    ・ＲＳ２３２Ｃ経由で使用する場合 

     ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。 

（出荷時設定はＣＯＭ１を使用する設定になっています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・イーサネット経由で使用する場合 

 

 

 

 

 

 

      ＲＪ－４５             ＲＪ－４５ 

 

５－１－３. Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）を使用する場合 

 

 

 

 

 

 

      ＲＪ－４５             ＲＪ－４５ 

 

  

ＬＡＮ 

モデム 

 

モデム 

ＲＳ２３２Ｃ 
ストレートケーブル 

ＲＳ２３２Ｃ 
ストレートケーブル 

 

コンピュータ 

ＲＳ２３２Ｃ 
クロスケーブル 

コンピュータ 

ＣＯＭ１(またはＣＯＭ２～ＣＯＭ５) 

 

ＷＪＭ□ 

公衆回線 

ＣＯＭ１(またはＣＯＭ２～ＣＯＭ５) 

 

コンピュータ 

ＷＪＭ□ 

ＷＪＭ□ 

ＬＡＮ 

コンピュータ 
ＷＴＭ 
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５－２. ケーブル 

 

５－２－１. 公衆回線モデムを使用しない場合 

 

     ＲＳ２３２Ｃクロスケーブル（インターリンクケーブル）を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２－２. 公衆回線モデムを使用する場合 

 

     ＲＳ２３２Ｃストレートケーブル（モデムケーブル）を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 
２
３
４
５
６
７
８
９

RD 
SD 
DT
GN
DS
RT
CT

RD 
SD 
DT
GN
DS
RT
CT

１ 
２
３
４
５
６
７
８
９

RD 
SD 
DT
GN
DS
RT
CT

RD 
SD 
DT
GN
DS
RT
CT

１ 
２
３
４
５
６
７
８
９

１ 
２
３
４
５
６
７
８
９

注意 

・コンピュータの種類によって、ピン番号、ピン数が異なる場合があります。 

 ・接続後、コネクタのネジをしっかり締め、抜けないようにしてください。 

  ・ＷＲＴ－ＳＣＨ／ＷＲＴ－ＳＴＨの設定は、 

  ボーレート５７６００ｂｐｓ、サムチェックとパリティチェックなしに 

  『ディップスイッチ』にて設定してください。 

 

   ※インターフェースモジュール詳細については、各モジュールの 

    取扱説明書を参照してください。 
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第６章 プログラムのインストール 

 

 本プログラムをコンピュータにインストールします。 

 

   

    

 

 

 

 

 

６－１. プログラムのインストール 

 

  【１】ＣＤドライブにインストールＣＤ「リアルタイムモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ）」を 

     挿入します。 

 

 

  【２】インストールＣＤ内の「ＭＯＮＨ」を開いて「ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ」を右クリックし、 

     「管理者として実行」をクリックしてください。 

 

 

  【３】下記の画面を表示します。『ＯＫ』をクリックするとリアルタイムモニタ 

     （ＷＲＳ－ＭＯＮＨ）のセットアップを開始します。 

 

 

                           インストールをキャンセルします。 

                           インストールを続行します。 

 

  

注意 

①本プログラム「リアルタイムモニタ」をインストールする場合、インストールする前に 

必ず『administrator』でログインしてください。 

②BEMS 対応モジュール登録ツール、BEMS対応データ収集ソフトがインストールされている 

PCでは本ソフトウェアを動作させることができません。 

必ず別の PCにインストールしてください。 
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  【４】インストール先のディレクトリを確認後、セットアップを開始するボタンを 

     クリックします。 

     ※通常、インストール先のディレクトリ確認画面では、ディレクトリを変更せずに 

      次へ進んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            ディレクトリの変更をします。 

                            インストールをキャンセルします。 

                            インストールを開始します。 

              インストール先のディレクトリを表示します。 

 

 

  【５】インストール先のプログラムグループの確認画面を表示します。 

リアルリンクツールのグループを確認後、『継続』をクリックします。 

     ※通常、インストール先のプログラムグループ確認画面では、 

      プログラムグループを変更せずに次へ進んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新しいグループ名を入力

できます。 

既存のグループから選択 

できます。 

インストールを継続します。 

インストールをキャンセル 

します。 
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  【６】リアルリンクツール取扱説明書のグループを確認後、『継続』をクリックします。 

     ※通常、インストール先のプログラムグループ確認画面では、 

      プログラムグループを変更せずに次へ進んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【７】リアルタイムモニタ（ＷＲＳ－ＭＯＮＨ）のセットアップを開始します。 

 

 

 

                         インストール実行状態が％で表示します。 

                           インストールをキャンセルします。 

 

  【８】下記の画面を表示したら、『ＯＫ』をクリックしてください。 

     インストール完了です。Ｗｉｎｄｏｗｓを再起動してください。 

 

 

インストールが完了しました。 

 

  

新しいグループ名を入力

できます。 

既存のグループから選択 

できます。 

インストールを継続します。 

インストールをキャンセル 

します。 
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６－２. インストール時のエラーメッセージ 

 

  インストールをしている途中、インストールメッセージが表示する場合があります。 

  インストールを正常に終わらせる為に、下記の正しい対応処理をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

    対応： ①『ＯＫ』をクリック後、Ｗｉｎｄｏｗｓを再起動します。 

        ②もう一度セットアップ実行します。 

 

 

 

 

    対応： 『はい』をクリックしてください。 

 

 

 

 

    対応： 『無視』をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

    対応： 『はい』をクリックしてください。 

 

 

 

    対応： 『はい』をクリックしてください。 

 

 

 

    対応： 『無視』をクリックしてください。 

 

  

コピーしようとしているファイルより新しいファイルがシステムに存在します。 

現在のファイルをそのまま使用することをお勧めいたします。 

セットアップ先のファイルは、他のアプリケーションで使われています。使用中の 

アプリケーションを終了させてください。ファイルのコピーエラーを無視すると、 

そのファイルは組み込まれません。この場合、アプリケーションが正しく動作しな 

い可能性があります。エラーを無視しますか？ 

既に組み込まれています。既存のものを置き換えますか？ 

セットアップ先のファイルは、他のアプリケーションで使われています。 

使用中のアプリケーションを終了させてください。 

ファイルのコピーにエラーが発生しました。 

システムにある一部のシステムファイルが最新でないので、セットアップを続行で 

きません。セットアップでこれらを更新してよいのなら『ＯＫ』をクリックして下 

さい。もう一度セットアップを実行する前に Windows を再起動する必要があります。 

システムファイルを更新しないでセットアップを終了する場合は、『キャンセル』 

をクリックしてください。 
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第７章 プログラムの起動 

 

７－１. 起動前の確認 

  ○『第２章 動作条件』を必ずお読みください。 

 

７－１－１. ＷＲＴ－ＳＴＨ／ＳＣＨを使用する場合 

   ・ＲＳ２３２Ｃケーブルが正しく接続してあること。 

    ※ＷＲＴ－ＳＴＨ／ＳＣＨの本体前面のコネクタと、 

コンピュータ側のＣＯＭ１～ＣＯＭ５のいずれかを接続してあること。 

ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。 

   ・ＷＲＴ－ＳＴＨ／ＳＣＨの通信速度（ボーレート）は、『５７６００ｂｐｓ』 

    になっていること。（出荷時設定は５７６００bps） 

   ・ＷＲＴ－ＳＴＨ／ＳＣＨのサムチェックとパリティチェックは、『なし』に設定している 

    こと。（出荷時設定はサムチェック・パリティチェック無し） 

   ・ＷＲＴ－ＳＴＨ／ＳＣＨの電源が投入してあること。 

   ・モデムを使用する場合は、モデムを正しく接続し、電源が投入してあること。 

   ・モデムと蓄積モジュール（ＷＲＴ－ＳＴＨ）は、電源を同じ電源元からとること。 

    （異なる電源元であるとき、モデム電源をＯＮ後、蓄積モジュールの電源を 

ＯＮしてください。） 

 

   ※ＷＲＴ－ＳＴＨ／ＳＣＨの詳細については、 

      各モジュールの取扱説明書を参照してください。 
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７－１－２. ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）を使用する場合  

   ＲＳ２３２Ｃより設定する場合 

    ・ＲＳ２３２Ｃケーブルが正しく接続してあること。 

     ※ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）本体上面のコネクタと、 

コンピュータ側のＣＯＭ１～ＣＯＭ５のいずれかを接続してあること。 

ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。 

（出荷時設定はＣＯＭ１を使用する設定になっています） 

    ・ジョイントモジュール（ローカル）で使用する場合は、 

ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）の通信速度（ボーレート）は、 

『５７６００ｂｐｓ』になっていること。（出荷時設定は５７６００bps） 

    ・ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）のサムチェックとパリティチェックは、 

     『なし』に設定していること。（出荷時設定はサムチェック・パリティチェック無し） 

    ・ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）の電源が投入してあること。 

    ・モデムを使用する場合は、モデムを正しく接続し、電源が投入してあること。 

    ・モデムとジョイントモジュール（ＷＪＭ□）は、電源を同じ電源元からとる 

こと。 

     （異なる電源元であるとき、モデム電源をＯＮ後、ジョイントモジュールの電源をＯＮし 

てください。） 

イーサネットより設定する場合 

    ・ＬＡＮケーブルが正しく接続してあること。 

    ・ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）の電源が投入してあること。 

 

    ※ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）の詳細については、 

       ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）取扱説明書を参照してください。 

 

 

７－１－３. Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）を使用する場合 

イーサネットより設定する場合 

 ・ＬＡＮケーブルが正しく接続してあること。 

 ・Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）の電源が投入してあること。 

 ・Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）のＬＡＮ有効スイッチが有効状態に 

  なっていること。 

 

 ※Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）の詳細については、 

  Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール本体取扱説明書を参照してください。 
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７－２. 起動 

 

  【１】『スタート』をクリックしアプリの一覧を表示します。 

 

  【２】『リアルリンクツール』を選択します。 

 

  【３】『リアルタイムモニタ』を右クリックし、「その他」から「管理者として実行」を 

クリックすると監視モニタ画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ① ② ③ 

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
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     ①警報発報通知件数（⑥で表示）を０リセットします。 

      警報発報通知監視設定を行っていない時又は、警報発報通知件数が０件の時は使用 

      できません。 

 

     ②前面ボタン：グラフ画面を前面に表示します。 

      背面ボタン：グラフ画面を背面に表示します。 

 

     ③開始ボタン：モニタを開始します。 

      停止ボタン：モニタを停止します。 

 

     ④モニタ状態を表示します。 

      モニタ停止中 

      モニタ停止処理中 

      モニタ開始中 

 

     ⑤警報発報通知監視状態を表示します。 

      警報発報通知監視停止中 

      警報発報通知監視中 

 

     ⑥警報発報通知件数を表示します。 

      警報発報通知設定を行っていない時は表示しません。 

 

     ⑦ディスクの空き容量を表示します。 

 

     ⑧現在の日時を表示します。 

 

 

  

      

     下記の対応処理をしてください。 

        

 

 

 

 

  対応：①『ＯＫ』をクリックして、ＭＳＤＥをアンインストールしてください。 

     ②『データベース管理ツール』より『ＭＳＤＥインストール』して、 

    『データベース登録』をしてください。 

        ③『リアルタイムモニタ』を再起動してください。 

  

注意 

ＭＳＤＥインスール後にコンピュータ名を変更すると、 

リアルタイムモニタ起動時に以下のようなエラーメッセージを表示します。 
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     下記の対応処理をしてください。 

 

 

  対応：Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｄｅｆｅｎｄｅｒのスキャン対象から、リアルタイムモニタ 

     インストールフォルダ（デフォルトではＣ：￥ＲｉａｌＨｏｓｔ） 

     を除外してください。 

 

  

注意 

Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｄｅｆｅｎｄｅｒを有効にしている場合、 

リアルタイムモニタ起動時に以下のようなエラーメッセージ 

を表示する場合があります。 

注意 

Ｗｉｎｄｏｗｓ１０をご使用中でプログラムの起動に失敗する場合、 

『付録２. Windows10 ご使用中の起動失敗について』をご確認ください。 
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第８章 操作 

 

８－１. 確認画面について 

 

  操作エラーが発生した場合または、操作の継続／キャンセルを確認する場合、確認画面を 

  表示します。 

                       ・エラー発生の場合 

                        『ＯＫ』の操作のみできます。 

                       ・操作の継続確認の場合 

                        『ＯＫ』→ 操作継続 

                        『キャンセル』→ 操作キャンセル 
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８－２. 環境設定 

 

     プルダウンメニューの「設定」から、『環境設定』を指示すると、下記の画面を 

     表示します。 
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８－２－１. 通信設定 

 

   ＲＳ２３２Ｃ又は、イーサネットの通信設定を行います。 

 

   ○ ＲＳ２３２Ｃで接続する場合 

 

   【１】通信ポートを選択します。 

      （通信ポートをクリックするとＣＯＭ１～ＣＯＭ５の選択ができます。) 

      ＣＯＭ３～ＣＯＭ５は、ＲＳ２３２Ｃ拡張ボードを使用している時に有効です。 

 

   【２】使用する電話回線を選択します。（出荷時設定：トーン） 

      モデムを使用する時に有効になります。 

       ・ダイヤル回線 → パルス ・プッシュホン回線 → トーン 

 

   【３】ボーレート（通信速度）の選択をします。（出荷時設定：57600bps） 

      1200bps、2400bps、4800bps、9600bps、14400bps、19200bps、38400bps、57600bps 

      から選択ができます。 

 

   【４】パリティの有無を選択します。（出荷時設定：無） 

      有の時は奇数パリティになります。 

 

   【５】サムチェックの有無を選択します。（出荷時設定：無） 

    ※ボーレート／パリティ／サムチェックの設定はインターフェースモジュールの設定と 

同じ設定にしてください。 

    ※インターフェースモジュール詳細については、各モジュールの取扱説明書を参照してください。 

 

   【６】モデム初期化データを入力します。（出荷時設定：ＡＴ＆Ｃ１Ｓ０＝１Ｖ０Ｅ０＆Ｗ０） 

      パソコンに接続しているモデムの動作を設定するためのものです。 

      公衆回線が接続できない時に変更する必要があります。 

      電話番号とモデムの回線状態を確認した後、モデムのマニュアルを参照の上 

      設定を変更してください。 

※通常、出荷時設定のまま使用してください。 

 

   【７】『記憶』をクリックします。 

      現在指定している通信ポートに対応したＲＳ２３２Ｃ通信設定を更新します。 

 

   【８】通信のタイムアウト時間とリトライ回数を設定してください。 

（出荷時設定：タイムアウト４５秒、リトライ２回） 

設定範囲：タイムアウト ４５～１８０秒、リトライ ０～５回 

 

   【９】『ＯＫ』をクリックします。 

      通信のタイムアウト時間とリトライ回数設定を更新し、画面を終了します。 

 

    ※他の通信ポートを設定する時、上記の【１】～【７】の設定を繰り返してください。 
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   ○ イーサネットで接続する場合 

 

   【１】ＬＡＮサムチェックの有無を選択します。（出荷時設定：無） 

 

 

   【２】通信のタイムアウト時間とリトライ回数を設定してください。 

（出荷時設定：タイムアウト４５秒、リトライ２回） 

設定範囲：タイムアウト ４５～１８０秒、リトライ ０～５回 

 

 

   【３】『ＯＫ』をクリックします。 

      イーサネット通信設定を更新し、画面を終了します。 
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８－２－２. 蓄積設定 

    

   モニタ中の蓄積設定を行います。  

 

 

    【１】自動蓄積データ削除設定をします。（出荷時設定：削除しない） 

       自動蓄積データ削除を行う場合は『自動で蓄積データ削除をする』に 

       チェックをつけて、自動蓄積データ削除を行う日時を指定します。 

 

       月・日・時を指定しますと、年に一度自動蓄積データ削除を行います。 

       例） 

        ４月１日８時に設定 

        ４月１日８時に自動蓄積データ削除を行います。 

 

       日・時を指定しますと、月に一度自動蓄積データ削除を行います。 

       例） 

        １日８時に設定 

        毎月１日８時に自動蓄積データ削除を行います。 

 

       時を指定しますと、日に一度自動蓄積データ削除を行います。 

       例） 

        ８時に設定 

        毎日８時に自動蓄積データ削除を行います。 

 

       ※自動蓄積データ削除については『８－９. 自動蓄積データ削除』を参照して 

        ください。 

 

    【２】蓄積インターバルを指定します。（出荷時設定：０秒） 

       0/1/10/20/30/60 秒、または 0/1/10/20/30/60 分から指定します。 

 

       ※インターバル０秒または０分の時は蓄積をしません。 

       ※蓄積ファイルについては『８－８. 蓄積ファイル』を参照してください。 
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８－２－３. 警報発報通知監視設定 

 

    ＲＳ２３２Ｃ又はイーサネットでのジョイントモジュールからの警報発報通知監視を行い 

    ます。 

    蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）より警報発報設定したジョイントモジュール（ＷＪＭ□） 

    からの警報発報通知を監視します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【１】ＲＳ２３２Ｃで警報発報通知監視を行うときに『ＲＳ２３２Ｃ』にチェックします。 

       （出荷時設定：無） 

 

    【２】【１】でチェックした場合、モニタ設定で設定したＩ／Ｆモジュールが使用する 

       Ｃｏｍポート以外のＣｏｍポートを指定します。（出荷時設定：Com1） 

       ボーレート、パリティ、サムチェックの設定は『８－２－１．通信設定』の設定 

       でＣｏｍポートをオープンします。 

 

    【３】イーサネットで警報発報通知監視を行うとき『イーサネット』にチェックします。 

       （出荷時設定：無） 

 

    【４】通知メッセージ自動表示終了時間を設定します。（出荷時設定：０分） 

※０分の場合は、自動的に通知メッセージの表示を終了しません。 

 

    【５】警報発報通知受信時に起動するプログラムを指定します（出荷時設定：無） 

『参照』より、起動プログラムを指定してください。 

        ※ファイルの指定は拡張子が(.EXE)又は(.BAT)のみ指定可能です。 

        拡張子が(.EXE)の場合、二重でプログラムは起動しません。 

 

 

 ※警報発報設定については蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）の取扱説明書を参照してください。 

 

  



 

４２  

８－２－４. データ表示設定 

 

    アナログデータ、デジタルデータの表示形式を設定します。 

 

 

 

 

○データ表示 （出荷時設定：１/０表示） 

デジタルデータが０の時、 

１/０表示の場合は 「０」と表示し、 

ON/OFF 表示の場合は「ＯＦＦ」と表示します。 

 

     アナログデータの小数点桁数表示 

       チェックなしの場合、小数点桁数は変動する事があります。 

       チェックありの場合、指定した小数点桁数でデータを表示します。 

※監視モニタ、簡易モニタ、設定画面モニタ、蓄積データに反映します。 

※小数点桁数表示を指定した場合、指定した小数点以下の数値は四捨五入されて表示します。 

アラーム設定のデータは、四捨五入前のデータを使用しています。 

       

 

  



 

４３  

８－２－５. デジタル表示色設定 

      

    デジタルグラフの表示色の設定をします。（出荷時設定：背景色=黒、文字色=白） 

 

 

 

 

 

    表示色のボタンをクリックすると下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『ＯＫ』をクリックするとタイムアウト／リトライ、イーサネットサムチェック、蓄積データ、 

 警報発報通知監視、データ表示、デジタル表示色の設定を更新し、画面を終了します。 

 

  



 

４４  

８－３. アラーム設定 

 

 ※ ＭＳＤＥをインストールしていない場合、選択できません。 

 

 

８－３－１. アラーム設定画面 

 

 

    プルダウンメニュー「設定」から『アラーム設定』を指示すると、下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高 

低 



 

４５  

８－３－２. アラーム設定 

 

【１】 アラーム発生時の画面切り替えを選択します。（出荷時設定：する） 

「する」を選択した場合、監視モニタでモニタ中にアラームが発生した場合に 

アラームが発生したデータをモニタしている監視画面に自動切り替えします。 

 

【２】 アラーム発生時の表示優先順位を設定します。 

監視タブＮｏを選択し↑、↓のボタンで優先順位を指定します。 

現在開いている監視画面より、優先順位の高い監視画面でアラームが発生した場合 

監視画面を自動切り替えします。 

 

【３】 アラーム発生時の表示色を設定します。 

（出荷時設定：アラームＬＬＯＷ＝青、アラームＬＯＷ＝紫、 

アラームＨＩ＝橙、アラームＨＨＩ＝赤） 

アラームＬＬＯＷ／ＬＯＷ／ＨＩ／ＨＨＩのボタンをクリックすると下記の画面を 

表示します。 

 

 

 

 

【４】『ＯＫ』をクリックし設定を更新し、画面を終了します。 

 

  



 

４６  

８－４. モニタ設定 

 ※ ＭＳＤＥをインストールしていない場合、選択できません。 

 

８－４－１. モニタ設定画面 

 

 

    プルダウンメニュー「設定」から『モニタ設定』を指示すると、下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

⑨ ① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ② ⑩ 



 

４７  

 

 

 

  

⑫ ⑬ ⑭ ⑧ ⑪ 



 

４８  

    ① 設定するデータ行の“監視”欄をクリックすると、“監視”欄に“レ”を表示後、 

      行が黄色になりモニタ設定をします。 

      ※監視 No、行-列、スケール LOW／HI（入力指定があるもの）は必ず指定してください。 

      ※計測を行わない設定にされているチャンネルは灰色に表示され、モニタ設定は 

       できません。 

 

    ② 監視モニタ画面の監視画面 No と行 No／列 No を表示します。 

 

    ③ モジュール登録ツールで登録したモジュールのモジュール種別名とモジュール名を 

      表示します。 

        電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＸシリーズ）の場合は高調波次数、高調波相／ 

高調波相間情報を表示します。 

また電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＸシリーズ）の高調波ユニットの各行 

に高調波相／高調波相間情報を表示します。 

       ※高調波についての表示内容については付録１を参照してください。 

 

    ④ モニタ可能なデータをすべて表示します。 

      ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＲＢＣ／ＷＪＦ／ＷＫＭ／ＷＴＭモジュールは 

      データ名の前にユニットＮｏ又はユニットＮｏ－サブユニットＮｏを表示します。 

       

       ○ ユニットＮｏについて 

ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＲＢＡ－ＤＩＯ／ＷＲＢＣ／ＷＫＭモジュール 

にはユニットＮｏがあります。 

モジュール 表示されるユニットＮｏ 

ＷＲＭ Ａ～Ｄ 

ＷＲＭＰ／ＷＲＢＣ／ＷＲＢＡ－ＤＩＯ Ａ、Ｂ 

 

      ※ＷＲＢＣ、ＷＲＢＡモジュールのユニットＡ，Ｂは以下のチャンネルを表します。 

モジュール ユニットＡ ユニットＢ 

ＷＲＢＣ－ＤＩ カウンタ入力 デジタル入力 

ＷＲＢＣ－ＭＡＩ アナログ入力 測温体入力 

ＷＲＢＡ－ＤＩＯ デジタル入力 デジタル出力 

 

     ※電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＡシリーズ）のユニットは以下のチャンネルを表します。 

ユニット 

Ａ 

ユニット

Ｂ 

ユニット

Ｃ 

ユニット

Ｄ 

ユニット 

Ｅ 

ユニット

Ｆ 

ユニット

Ｇ 

現在電力 最大電力 最小電力 電力量 デジタル

入力 

カウンタ

入力 

時間積算 

 

  



 

４９  

     ※電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＸシリーズ）のユニットは以下のチャンネルを表します。 

ユニット 

Ａ 

ユニット

Ｂ 

ユニット

Ｃ 

ユニット

Ｄ 

ユニット 

Ｅ 

ユニット

Ｆ 

ユニット

Ｇ 

現在電力 最大電力 最小電力 電力量 デマンド 高調波 

電流 

高調波 

電圧 

 

    ※Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）のユニット－サブユニットは 

以下のチャンネルを表します。 

ユニットＡ－１ 

∫ 

ユニットＡ－６ 

ユニットＢ－１ 

∫ 

ユニットＢ－６ 

 

ユニットＣ－１ 

∫ 

ユニットＣ－６ 

ユニットＤ－１ 

∫ 

ユニットＤ－６ 

現在電力 最大電力 最小電力 電力量 

 

※Ｗｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ－ＰＥ６ＬＡ）の場合、Ｅユニット以降

は以下のチャンネルを表します。 

 

 

 

 

 

 

    注意！ 

     電力マルチメータの電流最大、電力最大、有効電力量、無効電力量はユニットＡから 

ユニットＣに存在します。各ユニットで、蓄積されるデータは全て同じです。 

     また、ユニットＡからユニットＣの有効電力量、無効電力量はそれぞれ、ユニットＤに 

存在する有効電力量（受電）と無効電力量（受電・遅れ）と同じです。 

 

    注意！ 

     電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＸシリーズ）のデマンド電流時限、デマンド電力時限の 

設定と確認は、電力マルチメータ本体で行います。電力マルチメータ本体の操作方法に 

ついては、電力マルチメータ ＷＫＭ－ＰＸ□□Ｎシリーズ デマンド・高調波対応 

取扱説明書を参照してください。 

 

    注意！ 

     電力マルチメータ（ＷＫＭ－ＰＸシリーズ）の高調波次数、高調波相／高調波相間の 

設定は、モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で行います。 

モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）の操作方法については、 

モジュール登録ツールの取扱説明書を参照してください。 

  

ユニット 

Ｅ 

ユニット

Ｆ 

ユニット

Ｇ 

ユニット

Ｈ 

ユニット 

Ｉ 

デジタル 

入力 

カウンタ

入力 

時間積算 アナログ

入力 

測温抵抗 



 

５０  

      ※ジョイントモジュール（ＷＪＭ□）は接続するＷＪＦモジュールにより変化します。 

       又、ＷＪＦ－ＰＡ２、ＷＪＦ－ＰＥ４、ＷＪＦ－ＰＡ３４、ＷＪＦ－ＤＩ１６□□ 

       の時は、サブユニットＮｏを表示します。 

 

      ※インターフェース登録したジョイントモジュール（ＷＪＭ□）に接続されている 

ＷＪＦモジュールは、同一ネットワーク内にインターフェース登録したジョイント 

       モジュール（ＷＪＭ□）でモニタ設定が可能です。 

  



 

５１  

※小形電力監視マルチモジュール(ＷＲＭＣ)の場合、リアルタイムモニタ 

(ＷＲＳ－ＭＯＮＨ)の「ユニットＮｏ」と、モジュールの「端子台名称」と、 

ＷＲＭＣ設定表示器の「チャンネル表示」の対応表は以下になります。 

 

相線区分 

ＷＲＳ－ 

ＭＯＮＨ 

ユニットＮｏ 

モジュール端子台 

名称 

ＷＲＭＣ設定表示器の

チャンネル表示 
形式 

三相３線 

A １チャンネル １ 

ＰＡ３３ 

B ２チャンネル ２ 

C ３チャンネル ３ 

D ４チャンネル ４ 

E ５チャンネル ５ 

F ６チャンネル ６ 

G ７チャンネル ７ 

H ８チャンネル ８ 

単相３線 

A １チャンネル １ 

ＰＡ１３ 

B ２チャンネル ２ 

C ３チャンネル ３ 

D ４チャンネル ４ 

E ５チャンネル ５ 

F ６チャンネル ６ 

G ７チャンネル ７ 

H ８チャンネル ８ 

単相２線 

A １チャンネル １ 

ＰＡ１２ 

B ２チャンネル ２ 

C ３チャンネル ３ 

D ４チャンネル ４ 

E ５チャンネル ５ 

F ６チャンネル ６ 

G ７チャンネル ７ 

H ８チャンネル ８ 

I ９チャンネル ９ 

J １０チャンネル Ａ 

K １１チャンネル ｂ 

L １２チャンネル Ｃ 

三相４線 

A １チャンネル １ 

ＰＡ３４ 
B ２チャンネル ２ 

C ３チャンネル ３ 

D ４チャンネル ４ 

 

 

  



 

５２  

    ⑤ ＷＫＤ／ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭ／ＷＪＦ－ＰＡ２／ 

      ＷＪＦ－ＰＥ４／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＴＭモジュールの時に相線区分を表示します。 

      単相２線、単相２線２分岐、単相２線 220V(CT2 ヶ所使用)、単相３線、三相３線、 

      三相４線と表示します。 

 

    ⑥ ＷＫＤ／ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭ／ＷＪＦ－ＰＡ２／ 

      ＷＪＦ－ＰＥ４／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＶＴ４／ＷＪＦ－ＣＴ４／ 

      ＷＪＦ－ＡＥ８／ＷＪＦ－ＩＺ８／ＷＴＭモジュールの時に定格電圧または、 

      定格電流を表示します。 

      定格電圧：データ名が電圧要素の行に１１０または２２０を表示します。 

      定格電流：データ名が電流要素の行に０．１、０．５、１、２、５、３０、 

５０、１００、２００、２５０、４００、６００のいずれかを表示します。 

      ※ＷＲＭモジュールの定格電流は１Ａまたは、５Ａになり、ＷＲＭＰモジュールの 

       定格電流は５Ａ固定になります。詳細は（Ｐ６５）の出荷時定格を確認してください。 

 

      ＷＫＤ／ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭモジュールの時に 

      定格１次電流または、定格１次電圧を表示します。 

      １次側定格が未設定時は“***”を表示します。 

      ※ＷＲＭＣ／ＷＣＤモジュールの定格電流が３０、５０、１００、２５０、４００、 

６００Ａの時は１次側定格に定格電流の値を表示します。 

 

    ⑦ 一次側定格を表示します。 

 

    ※ ＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＥ４／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＶＴ４／ 

      ＷＪＦ－ＣＴ４／ＷＪＦ－ＡＥ８／ＷＪＦ－ＩＺ８モジュール時に⑦、⑧を 

      ダブルクリックする事により定格設定画面を表示します。  

 

    ⑧ 各データのスケール値を表示します。 

      “***”:必須入力 

      “－” :指定不可 

       空白 ：スケール計算後に値を表示 

 

    ⑨ モニタリストには、モジュール登録ツールで登録したモジュールのモジュール名を 

      表示します。 

 

    ⑩ インターフェースモジュールの一覧と“Ｉ／Ｆ使用しない”を表示します。 

      指定したインターフェースと同一ネットワークのモジュールを画面に表示します。 

      “Ｉ／Ｆ使用しない”指定時はモジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で 

      “インターフェースを使用しないで登録”で登録したジョイントモジュール（ＷＪＭ□）、 

      またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）を表示します。 

 

  



 

５３  

    ⑪ 各データのアラーム値を表示します。 

      アラーム値の設定が無い場合は空白になります。 

※小数点桁数表示を指定した場合、指定した小数点以下の数値は四捨五入されて表示します。 

アラーム設定のデータは、四捨五入前のデータを使用しています。 

 

    ⑫ コメントを表示します。 

 

    ⑬ 単位を表示します。 

 

    ⑭ モニタしているモジュールのデータを青色で表示します。 

 

  



 

５４  

８－４－２. モニタ新規設定 

 

    【１】インターフェースリストより使用するインターフェースモジュールを指定します。 

       インターフェースモジュールを使用しない場合は“Ｉ／Ｆを使用しない”を選択 

します。インターフェースモジュールを指定した場合は、指定したインターフェース 

と同一ネットワークのモジュールを画面に表示します。 

       “Ｉ／Ｆを使用しない”指定時はモジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で 

       “インターフェースを使用しないで登録”で登録したジョイントモジュール 

       （ＷＪＭ□）またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュール（ＷＴＭ）を表示します。 

 

    【２】監視Ｎｏ、行－列を設定します。 

設定方法には、以下の２通りの方法があります。 

       ・設定をしたい監視Ｎｏセル、行－列セルをクリックし、画面右下の 

データ入力欄より監視モニタの欄の位置を入力して設定します。 

（例：１行目／２列目に設定したい場合「１－２」と入力します） 

       ・設定をしたい監視Ｎｏセル、行－列セルをダブルクリックすると、 

監視モニタ画面を前面に表示します。監視モニタ画面でモニタ設定する欄を 

ダブルクリックすると、モニタ設定画面の監視Ｎｏ、行－列に、指定した欄の 

位置を表示します。 

 

    【３】ＷＫＤ／ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭ／ＷＪＦ－ＰＡ２／ 

       ＷＪＦ－ＰＥ４／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＶＴ４／ＷＪＦ－ＣＴ４／ 

       ＷＪＦ－ＡＥ８／ＷＪＦ－ＩＺ８モジュールの１次側定格を入力します。 

 

      ●ＷＫＤ／ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤ／ＷＫＭモジュールの一次定格設定方法 

        １次側定格が“***”表示のセルを指定します。 

        画面右下の入力ＢＯＸが水色になり入力可能になります。 

 

 

        １次側定格の値を入力し、『ＯＫ』をクリックします。 

                        （または、Ｅｎｔｅｒを押します。） 

        設定範囲：0.01～100000000 最大小数点桁数＝２桁 

     

        ＷＲＭ／（ＷＲＭＰ－ＰＡＬＰ以外のＷＲＭＰ）／ＷＫＭ／ＷＲＭＣモジュール 

        の電圧の１次側定格指定はＡユニットのみ指定します。 

        電流の１次側定格指定は、電力チャンネルごとの指定になります。 

 

 

 

 

 

  



 

５５  

        ○相線区分と１次側定格の“***”表示のデータは下記の関係になります。 

 

機器相線区分 一次側定格が“***”で表示される項目 

単相２線 電流 電圧 電流最大(※1) デマンド電流(※2) 総合高調波電流(※2) 

単相３線 １相電流 １－Ｎ電圧 １相電流最大(※1) デマンド１相電流(※2) 総合高調波電流(※2) 

三相３線 Ｒ相電流 Ｒ－Ｓ電圧 Ｒ相電流最大(※1) デマンドＲ相電流(※2) 総合高調波電流(※2) 

三相４線 Ｒ相電流 Ｒ－Ｎ電圧 ――――――――――― ―――――――― ――――――― 

       ※１ ＷＫＭ－ＰＡ／ＷＫＭ－ＰＸ 

       ※２ ＷＫＭ－ＰＸのみ 

 

 

      ●ＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＥ４／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＶＴ４／ 

       ＷＪＦ－ＣＴ４／ＷＪＦ－ＡＥ８／ＷＪＦ－ＩＺ８モジュールの一次定格設定方法 

 

 

       ・ＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＡ３４モジュールの場合 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ①相線区分を変更します。 

       現在設定されている相線区分を表示します。 

       ＷＪＦ－ＰＡ２の場合、『単３』、『三３』を表示します。 

       ＷＪＦ－ＰＡ３４の場合、『三４』を表示します。 

       ＷＪＦ－ＰＡ２は単相３線、三相３線に変更が可能です。 

        例）単相３線→三相３線に変更する時は『単３』から『三３』に変更してください。 

 

      ②定格電圧を変更します。 

       現在設定されている定格電圧を表示します。 

       定格電圧は、１１０、２２０Ｖの中から選択してください。 

 

  

① 

② 

④ 

③ 
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      ③定格一次電圧を変更します。 

       現在設定されている定格一次電圧を表示します。 

       定格一次電圧は、定格電圧～７７０００Ｖの範囲で設定してください。 

 

      ④定格一次電流を変更します。 

       現在設定されている定格一次電流を表示します。 

       定格一次電圧は、１～９０００Ｖの範囲で設定してください。 

 

 

       ・ＷＪＦ－ＰＥ４ 

 

     

     

 

 

 

 

 

 

      ①相線区分を変更します。 

       現在設定されている相線区分を表示します。 

       『単３』、『三３』を表示します。 

       単相３線、三相３線は変更が可能です。 

        例）単相３線→三相３線に変更する時は『単３』から『三３』に変更してください。 

 

      ②入力電圧回路を変更します。 

       現在設定されている入力回路を表示します。 

       回路１、２の中から選択してください。 

 

      ③電圧を変更します。 

       現在設定されている定格電圧を表示します。 

       １１０、２２０Ｖの中から選択してください。 

 

      ④定格電流を変更します。 

       現在設定されている定格電圧を表示します。 

       ５、５０、１００、２５０、４００、６００Ａの中から選択してください。 

       ※４００Ａ、６００Ａは、ＷＪＦ-ＰＥ４-□□□Ａ□がＷＪＭＥのメインユニット 

        に接続されている場合に表示します。 

③ 

④ 

① 

② 

⑤ 

⑥ 
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      ⑤定格一次電圧を変更します。 

       現在設定されている定格一次電圧を表示します。 

       定格一次電圧は、定格電圧～７７０００Ｖの範囲で設定してください。 

  

      ⑥定格一次電流を変更します。 

       現在設定されている定格一次電流を表示します。 

       定格一次電流は、定格電流～９０００Ａの範囲で設定してください。 

 

       ・ＷＪＦ－ＶＴ４ 

 

   

 

 

 

 

 

 

      ①定格一次電圧を変更します。 

       現在設定されている定格一次電圧を表示します。 

       定格一次電圧は１１０～７７０００Ｖの範囲で設定してください。 

 

 

  

① 
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       ・ＷＪＦ－ＡＥ８ 

 

   

 

 

 

 

 

 

      ①定格電流を変更します。 

       現在設定されている定格電流を表示します。 

       ５、５０、１００、２５０Ａの中から選択してください。 

 

      ②定格一次電流を変更します。 

       現在設定されている定格一次電流を表示します。 

       定格一次電流は、定格電流～９０００Ａの範囲で設定してください。 

 

       ・ＷＪＦ－ＣＴ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ①定格一次電流を変更します。 

       現在設定されている定格一次電流を表示します。 

       定格一次電流は、定格電流は１～９０００Ａの範囲で設定してください。 

  

② 
① 

① 
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     ・ＷＪＦ－ＩＺ８ユニットの定格設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  定格電流を変更します。 

  表示されている値は現在設定されている定格電流値です。 

  定格電流は０．１、０．５、１、２Ａの中から選択してください。 

 

②  定格一次電流を変更します。 

  表示されている値は現在設定されている定格一次電流値です。 

  定格一次電流は、０．１～９０００Ａの範囲で最大小数桁数３桁で 

  設定してください。 

 

 

 

       定格設定後に自動計算を行い各データのスケールを表示します。 

 

       スケール計算は以下のように計算しています。 

 

       ○電流データ 

        スケールＨＩに定格 1 次電流の値を表示します。 

 

       ○電圧データ 

        ・相線区分が単相３線の時の１－２電圧 

         スケールＨＩに定格 1 次電圧×２の値を表示します。 

        ・相線区分が三相４線の時のＲ－Ｎ電圧、Ｓ－Ｎ電圧、Ｔ－Ｎ電圧 

         スケールＨＩに定格 1 次電圧／√３の値を表示します。 

        ・その他の電圧データ 

         スケールＨＩに定格１次電圧の値を表示します。 

  

① 
② 
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       ○電力データ 

        スケールＨＩに以下の式の値を表示します。 

        単位はｋＷ／ｋＶａｒになります 

 

        ・単相２線 

         定格１次電流×定格 1 次電圧×（１／１０００） 

 

        ・単相３線 

         定格１次電流×定格 1 次電圧×２×（１／１０００） 

 

        ・三相３線、三相４線 

         定格１次電流×定格 1 次電圧×√３×（１／１０００） 

 

 

       ○電力量データ（ＷＲＭ・ＷＲＭＰモジュール） 

        ＷＲＭ－ＰＡ□□□／ＷＲＭ－ＰＥ□□□／ＷＲＭＰ－ＰＡ□□モジュールは 

        以下の出荷時定格の定格電圧と定格電流で電力量の積算を行っているので、 

        スケールＬＯＷに以下の式の値を表示します。 

        単位はｋＷｈ／ｋＶａｒｈになります。 

 

        ・ＷＲＭ－ＰＡ□□Ｆ／ＷＲＭ－ＰＥ□□□／ＷＲＭＰ－ＰＡモジュール時 

                （モジュールの電力量単位がｋＷｈ／ｋＶａｒｈ） 

         定格１次電圧      定格１次電流 

           定格電圧        定格電流 

 

        ・ＷＲＭ－ＰＡ□□Ｔモジュール時 

                （モジュールの電力量単位がＷｈ／Ｖａｒｈ） 

         定格１次電圧      定格１次電流        １   

           定格電圧        定格電流       １０００ 

 

        パラメータ設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＤ－２）で定格１次電圧値、 

        定格１次電流値を設定した場合と、LonMaker for Windows で 

        SNVTs の定格１次電圧（Volt_MaxRange）と、定格１次電流（Amp_MaxRange）を 

        設定した場合はスケール係数を“１”にしてください。 

        

  

× 

× × 
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       ※出荷時定格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

     

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

  

シリーズ名 形式 定格電圧 (V) 定格電流(A) 

WRM-PA 

WRM-PA□□□-11□□□ 110 1 

WRM-PA□□□-21□□□ 220 1 

WRM-PA□□□-15□□□ 110 5 

WRM-PA□□□-25□□□ 220 5 

WRM-PE 
WRM-PE□A□-1□□□□ 110 5 

WRM-PE□A□-2□□□□ 220 5 

    

シリーズ名 形式 
定格電圧（V） 定格電流(A) 

ﾕﾆｯﾄ A ﾕﾆｯﾄ B ﾕﾆｯﾄ A ﾕﾆｯﾄ B 

WRMP-PA 
WRMP-PA□□-1□□-□□□ 110 110 5 5 

WRMP-PA□□-2□□-□□□ 220 220 5 5 

WRMP-PALP 
WRMP-PALP□-1□□-□□□ 110 110 5 5 

WRMP-PALP□-2□□-□□□ 220 110 5 5 

注意 

ＷＫＤ／ＷＲＭＣ／ＷＣＤモジュールの電力量の単位はｋＷｈになっています。 

 下記の場合、有効・無効電力量の小数点以下を“０”と表示します。 

 ・単相３線で（定格１次電流×定格１次電圧×２）の値が１１６０ｋＷ以上の場合 

 ・三相３線で（定格１次電流×定格１次電圧×２×COS30°）の値が１００６ｋＷ以上の場合 

  

 

注意 

ＷＫＭモジュールの電力量の単位は下記のようになっています。 

 ・電力の値が９６４.５０６ｋＷ未満の場合、電力量の単位はｋＷｈになります。 

 ・電力の値が９６４.５０６ｋＷ以上、９６４５０６ｋＷ未満の場合 

  電力量の単位はｋＷｈになり、有効・無効電力量の小数点以下を“０”と表示します。 

 ・電力の値が９６４５０６ｋＷ以上の場合、電力量の単位はＭＷｈになります。 

 

 注意 

ＷＴＭの電力量の単位は下記になっています。 

・電力の値が９６４.５０６ｋＷ未満の場合、電力量の単位はｋＷｈになっています。 

・電力の値が９６４.５０６ｋＷ以上場合、電力量の単位はＭＷｈになっています。 
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    【４】スケールＬＯＷ／ＨＩまたは、スケール係数の設定を入力します。 

 

       スケールＬＯＷ／ＨＩの設定 

 

        スケールＬＯＷ／ＨＩが“***”表示のセルを指定します。 

        画面右下の入力ＢＯＸが水色になり入力可能になります。 

 

 

 

        スケールＬＯＷ／ＨＩの値を入力し、『ＯＫ』をクリックします。 

                        （または、Ｅｎｔｅｒを押します。） 

        設定範囲：-100000000～100000000 最大小数点桁数＝２桁 

 

       スケール係数の設定 

 

        カウンタ入力データの時にスケールＬＯＷが“***”表示のセルを指定します。 

        画面右下の入力ＢＯＸが水色になり入力可能になります。 

 

 

 

        スケール係数の値を入力し、『ＯＫ』をクリックします。 

                        （または、Ｅｎｔｅｒを押します。） 

        設定範囲：-100000000～100000000 最大小数点桁数＝３桁 

 

    【５】アラームＬＬＯＷ／ＬＯＷ／ＨＩ／ＨＨＩを入力します。 

        アラームＬＬＯＷ／ＬＯＷ／ＨＩ／ＨＨＩのセルを指定します。 

        画面右下の入力ＢＯＸが水色になり入力可能になります。 

 

 

        アラームＬＬＯＷ／ＬＯＷ／ＨＩ／ＨＨＩの値を入力し、『ＯＫ』をクリック 

        します。（または、Ｅｎｔｅｒを押します。） 

 

        設定範囲：-100000000～100000000 

             アラームＬＬＯＷ＜アラームＬＯＷ＜アラームＨＩ＜アラームＨＨＩ 

             最大小数点桁数＝２桁 

       ※デジタルデータはアラームＬＯＷ／ＨＩに０又は１で設定してください。 
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    【６】コメントを入力します。 

       コメントのセルを指定します。 

       画面右下の入力ＢＯＸが水色になり入力可能になります。 

 

 

       コメントの値を入力し、『ＯＫ』をクリックします。 

                        （または、Ｅｎｔｅｒを押します。） 

        設定範囲：半角 20 文字以内 

 

      ※コメントは監視モニタ画面のモニタデータの下のセルに表示します。 

 

    【７】単位を指定します。 

       単位のセルを指定します。 

       画面右下の単位リストを表示し単位が選択可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

       単位を指定し、『ＯＫ』をクリックします。（または、Ｅｎｔｅｒを押します。） 

 

       単位リストに設定する単位が無い場合、『任意』にチェックを入れ、単位リストに 

       単位を入力後、『ＯＫ』をクリックします。（または、Ｅｎｔｅｒを押します。） 

       次回選択時から単位リストに表示します。 

 

       設定文字数：半角 8 文字以内 

 

      ※単位は監視モニタ画面にモニタデータの後ろに表示します。 

 

    【８】モニタ設定を決定します。 

       蓄積設定するデータの“監視”欄をクリックします。設定した監視欄に“レ” 

       を表示し行が黄色になります。又、指定した監視モニタ画面の監視Ｎｏ、行－列 

       のセルが黄色になります。（モニタ設定画面表示時のみ） 

 

    【９】『画面終了』をクリックすると本画面は終了します。 
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８－４－３. モニタ設定変更 

 

    【１】設定を変更したい欄をクリックします。 

 

    【２】設定を変更しますと、設定変更確認メッセージが表示されます。 

 

    【３】『ＯＫ』をクリックするとモニタ設定を更新します。 

 

 

 

８－４－４. モニタ設定削除 

 

    【１】モニタを行うデータを削除する場合、該当データの“監視”欄の 

       “レ”をクリックすると削除確認メッセージを表示します。 

 

    【２】『ＯＫ』をクリックするとモニタ設定、蓄積ファイルを削除します。 

 

    【３】設定内容の表示を消去し行が白色になります。又、指定した監視モニタ画面の 

       監視Ｎｏ、行－列のセルが白色になります。 
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８－４－５. モニタ設定 モニタ開始／停止 

 

 

 

 

 

 

 

 

    【１】 インターフェースリストから使用するインターフェースを指定します。 

 

    【２】 モニタリストからモニタするモジュールを選択します。 

        選択されたモジュールは、画面の先頭に表示されます。 

 

    【３】 開始ボタンをクリックすると、対象モジュールの全てのデータを表示します。 

        文字色は青色で表示されます。 

        スケール設定がある場合には、スケーリングした値をモニタに表示します。 

        スケール設定がない時は、スケーリングを行いません。 

 

    【４】 停止ボタンをクリックすると、モニタを停止し、データの文字色を黒色にします。 

 

  ※インターフェースモジュールとの接続はモジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で 

   インターフェースモジュールを登録した時の接続情報で接続します 

 

８－４－６. 一括削除 

 

    【１】モニタ設定画面の『一括削除』をクリックすると削除確認メッセージを 

       表示します。 

 

    【２】削除確認画面の『ＯＫ』をクリックすると全てのモニタ設定、蓄積ファイルを 

       削除します。 

 

    【３】全ての設定データの表示を消去し行が白色になります。又、全ての監視モニタ画面の 

       監視Ｎｏ、行－列のセルが白色になります。 
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８－５. 監視モニタ 

 

８－５－１. 監視モニタ画面 

 

    ８－４でモニタ設定を行うと、下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

データ表示行 

コメント行 
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８－５－２. 監視モニタ モニタ開始／停止 

 

    開始ボタンをクリックすると、モニタを開始し下記の画面のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※インターフェースモジュールとの接続はモジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で 

   インターフェースモジュールを登録した時の接続情報で接続します 

 

    ①通信異常発生時”-”を表示します。 

 

    ②無効データ取得時”+”を表示します。 

             （モジュール側でデータの準備が出来ていない場合に表示します。） 

 

    ③デジタルデータで表示方法が ON/OFF 表示の場合に ON/OFF 表示をします。 

     O/1 表示の場合は 0/1 表示をします。 

 

    ④モニタデータがアラーム設定値以上(ＨＩ／ＨＨＩ)又は以下（ＬＬＯＷ／ＬＯＷ）に 

     になった場合データのセル色をアラーム設定で設定した色に変更します。 

  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

注意 

 簡易モニタ表示中とモニタ設定中は、監視モニタの開始ボタンを押さないでください。 
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    ⑤モニタデータがアラーム設定値以上(ＨＩ／ＨＨＩ)又は以下（ＬＬＯＷ／ＬＯＷ）に 

     になった場合アラームが発生した監視画面のタブに[エラー]を表示します。 

     また、アラーム設定画面で「アラーム発生時の画面切り替えをする」に設定して 

     いる場合には、優先順位に従ってアラームが発生した監視画面に自動切換します。 

  ※ アラーム設定値以上(ＨＩ／ＨＨＩ)又は以下（ＬＬＯＷ／ＬＯＷ）になった場合、 

    １０秒間隔で『コントロールパネル』の『サウンド』で『メッセージ（警告）』に設定され 

    ているサウンドを鳴らします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

 モニタデータの更新はインターフェースモジュールの通信速度に依存します。 

 ジョイントモジュール（ＷＪＭ）の場合は 1 秒間に 4 回 

リアルリンクネットワーク上のモジュールと通信ができます。 

1 台のモジュールの中に複数のユニットがある機種ではユニットごとに１回の通信 

を行いますのでその分を加算してください。 

ただし同一ユニット内の要素は 1 回の通信で取得していますので加算は不要です。 

例 

①ユニットのない 300 台のモジュールを各１要素ずつ登録した場合は 

約 75 秒かかります。 

②ユニットのない 300 台のモジュールを各 2 要素ずつ登録した場合は 

約 38 秒かかります。 

 ③ユニットを２つ持つ 150 台のモジュールをユニットごと 1 要素登録した場合は 

   約 75 秒かかります。 

 ④ユニットを２つ持つ 150 台のモジュールをユニットごと２要素登録した場合は 

   約 38 秒かかります。 



 

６９  

８－６. グラフ表示 

 ※ＭＳＤＥをインストールしていない場合、グラフ表示はできません。 

 

８－６－１. グラフについて 

 

    ・メータ、バーグラフ、デジタルの３種類のグラフがあります。 

 

    ・グラフはトータル３０個まで表示することができます。 

 

    ・各グラフは自由にサイズを変更することができます。 

 

    ・一つのデータに対し複数の同一グラフ表示は出来ません。 

 

    ・メータ、バーグラフのスケール設定は、モニタ設定で設定したスケール値がある場合は 

     グラフの表示スケールを設定して表示します。スケール値が無い場合は最小レンジ値＝０ 

     最大レンジ値＝１００として表示します。 

 

    ・メータ、バーグラフのアラーム設定は、モニタ設定で設定したアラームＬＯＷ／ＨＩ 

     設定値を使用します。又、アラーム色はアラーム設定画面で設定したアラームＬＯＷ／ 

     ＨＩの色を使用します。 

 

    ・デジタルの文字色、背景色は環境設定画面のデジタル表示色で設定した色を表示します。 

 

    ・デジタルのアラーム表示は、アラーム設定画面で設定したアラームＬＬＯＷ／ＬＯＷ／ 

     ＨＩ／ＨＨＩ色をアラーム発生時にデータの文字色に反映します。 

 

 

   注意！力率のグラフ表示について 

     力率データをメータ、バーグラフで表示する場合、センターを１にして進み／遅れを 

     表示することは出来ません。 
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８－６－２. グラフ表示方法 

 

    マウスでグラフを表示するデータを指定後、右クリックすると下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ・メータ表示を選択すると下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ・バーグラフ表示を選択すると下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

      ・デジタル表示を選択すると下記の画面を表示します。 
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８－６－３. グラフのプロパティ 

 

   ※デジタルグラフにはプロパティはありません。 

 

   ○メーターのプロパティ 

マウスでグラフの左上にある「プロパティ」をクリックすると、下記の画面を表示します。 

 

・メータ設定 

 

 

・ フォーマット・・・表示フォーマットを設定します。 

・ メータ基準方向・・アナログメータの基準方向を設定します。 

・ 表示レンジ・・・・表示範囲を設定します。 

・ 背景色・・・・・・アナログメータ背景色を設定します。 

・ 指針形状・・・・・指針の形状を設定します。 

・ 指針の長さ・・・・指針の長さを設定します。 

・ 指針の太さ・・・・指針の太さを設定します。 

・ 指針色・・・・・・指針の色を設定します。 

 

 

・ ＯＫ・・・・・・・ダイアログボックスを閉じ、変更を保存します。 

・ キャンセル・・・・設定内容を保存せずにダイアログボックスを閉じます。 

・ 適用・・・・・・・ダイアログボックスを開いたまま、変更を保存します。 

・ ヘルプ・・・・・・プロパティのヘルプを表示します。 
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・アラーム設定 

 

・ アラームチェック・・アラームチェックの有無を設定します。 

・ アラーム値・・・・・アラーム値を設定します。 

・ アラーム状態・・・・アラームの表示方法を設定します。 

・ アラーム色・・・・・アラーム色を設定します。 

 

・フレーム設定 

 

・ レイアウト・・・・フレームのレイアウトを設定します。 

・ フレーム・・・・・フレームの表示方法と色を設定します。 

・ 境界線の表示・・・境界線（枠）表示の有無を設定します。 

・ 境界線色・・・・・境界線（枠）の色を設定します。 

・ タイトル・・・・・タイトルの表示位置を設定します。 

・ タイトル・・・・・タイトル文字と色を設定します。  



 

７３  

・スケール設定 

 

・ スケール表示・・・スケールの表示位置を設定します。 

・ スケール色・・・・スケール色（文字とスケール）を設定します。 

・ スケール数・・・・メインスケール数を設定します。 

・ サブスケール数・・サブスケール数を設定します。 

・ スケール文字・・・スケール文字の表示形式を設定します。 

・ 小数点以下桁数・・スケール文字の小数点以下の桁数を設定します。 

 

・フォント 

 

・ フォント・・・・・グラフとタイトルのフォントを指定します。 
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   ○バーグラフのプロパティ 

マウスでグラフの左上にある「プロパティ」をクリックすると、下記の画面を表示します。 

      

・メータ設定 

 

 

・ 表示スタイル・・・・・表示スタイルを設定します。 

・ レベルメータ基準点・・レベルメータの基準点を設定します。 

・ 表示色・・・・・・レベルメータ色と背景色を設定します。 

・ 表示レンジ・・・・表示範囲を設定します。 

 

 

・ ＯＫ・・・・・・・ダイアログボックスを閉じ、変更を保存します。 

・ キャンセル・・・・設定内容を保存せずにダイアログボックスを閉じます。 

・ 適用・・・・・・・ダイアログボックスを開いたまま、変更を保存します。 

・ ヘルプ・・・・・・プロパティのヘルプを表示します。 
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・アラーム設定 

 

・ アラームチェック・・アラームチェックの有無を設定します。 

・ アラーム値・・・・・アラーム値を設定します。 

・ アラーム表示・・・・アラームの表示方法を設定します。 

・ アラーム色・・・・・アラーム色を設定します。 

 

  



 

７６  

・フレーム設定 

 

・ レイアウト・・・・フレームのレイアウトを設定します。 

・ フレーム・・・・・フレームの表示方法と色を設定します。 

・ 境界線の表示・・・境界線（枠）表示の有無を設定します。 

・ 境界線色・・・・・境界線（枠）の色を設定します。 

・ タイトル・・・・・タイトルの表示位置を設定します。 

・ タイトル・・・・・タイトル文字と色を設定します。 

  



 

７７  

・スケール設定 

 
・ スケール表示位置・・・スケールの表示位置を設定します。 

・ スケール色・・・・・・スケール色（文字とスケール）を設定します。 

・ スケール数・・・・・・メインスケール数を設定します。 

・ サブスケール数・・・・サブスケール数を設定します。 

・ スケール文字・・・・・スケール文字の表示形式を設定します。 

・ 小数点以下桁数・・・・スケール文字の小数点以下の桁数を設定します。 
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・フォント 

 

・ フォント・・・・・グラフとタイトルのフォントを指定します。 
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８－７. 簡易モニタ 

 

８－７－１. 簡易モニタ画面 

   指定したモジュール内にある全てのデータをモニタすることができます。 

   簡易モニタの為、スケーリング機能はありません。 

 

    プルダウンメニュー「ツール」から『簡易モニタ』を指示すると、以下の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８－７－２. 簡易モニタ設定 

 

    【１】 通信インターフェースを指定します。 

       ○ＲＳ２３２Ｃを使用する場合 

        使用するＣＯＭポートを指定します。 

        公衆回線を使用する場合ＴＥＬにチェックを入れ電話番号を入力します。 

       ○イーサネットを使用する場合 

        ＩＰアドレスを指定します。 

  

サブネット／モジュール 指定 

ニューロンＩＤ指定 

ＣＯＭポート指定 

ＩＰアドレス指定 

電話番号指定 
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    【２】 アドレス指定をします。 

       ○サブネットＮｏ／モジュールＮｏ指定の場合 

        サブネットＮｏ／モジュールＮｏを指定します． 

                  （出荷時設定：サブネットＮｏ：１、モジュールＮｏ：１） 

        設定範囲： サブネットＮｏ １～９ 

              モジュールＮｏ １～１２６ 

              又は（サブネットＮｏ＝０ 且つ モジュールＮｏ＝０） 

 

        ※ＬＯＮＷＯＲＫＳ通信機能が無いジョイントモジュール（ＷＪＭ□－Ｂ）又は 

         モジュール登録ツール（ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で“インターフェースを使用しないで 

         登録“したジョイントモジュール、またはＷｅｂ対応エネルギー監視モジュールの 

         場合はサブネットＮｏ＝０、モジュールＮｏ＝０を指定してください。 

 

       ○ニューロンＩＤ指定の場合 （出荷時設定：000000000000） 

        設定範囲： 000000000000～FFFFFFFFFFFF 

 

        ※ニューロンＩＤはモジュールの注文時の指定により,モジュール本体に 

         ニューロンＩＤシールが貼られます。 

 

    【３】「表示」をクリックします。 

 

※サブネットＮｏとモジュールＮｏを指定して「表示」をクリックすると、指定した 

モジュールのニューロンＩＤを自動的に表示します。 

 ※ニューロンＩＤを指定して「表示」をクリックすると、指定したモジュールの 

サブネットＮｏとモジュールＮｏを自動的に表示します。 
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８－７－３. 簡易モニタ表示 

 

   指定したモジュールのデータを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   複数のユニット又はサブユニットを持つモジュールの場合には、 

ユニット又はサブユニット数、行が追加表示します。 

                          （上記は２つユニットがある場合です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   表示データについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

             未使用データは空白 

        通信異常時のデータは “－” 

        無効データは ”＋” 

  

注意 

 ※スケーリング機能はありません。 

 ※ジョイントモジュール以外のインターフェースモジュールを使用して、電力マルチ 

メータの簡易モニタ表示は、データが正しく表示されない為、 

行わないでください。 

 ※表示する内容は「小型信号多重伝送器 ＲｉＡＬＬｉＮＫ ＲＳ２３２Ｃ・ＵＤＰ／ 

ＩＰ通信仕様書」内の“ＲＤ”コマンドを参照してください。 

  ユニット、サブユニットがあるモジュールは行を変えて表示します。 

  デジタルデータは「０／１」又は「ＯＮ／ＯＦＦ」で表示します。表示形式の設定は 

 ８－２－５．データ表示設定で設定します。 

注意 

 簡易モニタ表示中とモニタ設定中は、監視モニタの開始ボタンを押さないでください。 
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８－７－４. 簡易モニタ表示終了 

 

簡易モニタにある『画面終了』ボタンをクリックします。 

簡易モニタが終了し、簡易モニタアドレス設定を操作できるようになります。 

 

８－８. 蓄積ファイル 

 

    監視モニタ、簡易モニタで表示したデータを指定した蓄積インターバルで蓄積ファイル 

    に保存します。 

 

 

    ※蓄積インターバルはパソコン内の時間の正時に同期します。 

 

 

    蓄積ファイルがあるディレクトリは、本プログラムをインストールしたディレクトリ内 

    の「ＣＳＶＦＩＬＥ」の中です。 

 

 

     出荷時設定パス： 

      Ｃ：￥ＲＩＡＬＨＯＳＴ￥ＭＯＮＨ￥ＣＳＶＦＩＬＥ 

            インストール時に指定したディレクトリです。 

            （Ｐ２７ プログラムのインストールの【６】） 

 

 

 

 

 

 

  

注意 

 モニタ中に蓄積ファイルを開いた場合は、最後のデータは書き込み途中のものである 

可能性があります。最後の行は無視してください。 

完全なデータを確認するには、モニタを停止してから蓄積ファイルを確認してください。 
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    ○監視モニタの蓄積ファイル名 

     ＺＺＺＺＺＺＺＺ ＹＹＹＹＹＹＹＹ ＸＸＸＸＸＸＸＸ Ｕ ＷＷ Ｖ．ＤＡＴ 

       監視タブ名    モジュール名称  チャンネル名         データ種別 

                                    行 No×10＋列 No 

                                ユニット（－サブユニット） 

 

     例）監視１ ＷＲＭ Ｒ相電流 Ａ １１ ０．ＤＡＴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・監視タブ名        → 蓄積をするデータを表示している監視画面のタブ名が入ります。 

                                      （監視１～５） 

・モジュール名      → モニタ設定で設定したモジュール名が入ります。 

・チャンネル名      → 設定したモジュールのデータ名が入ります。 

・ユニット        → ＷＲＭ／ＷＲＭＰ／ＷＲＭＣ／ＷＲＢＡ-ＤＩＯ／ＷＲＢＣ／ＷＫＭ 

モジュール時又はジョイントモジュール時指定したユニットが入ります。 

ＷＪＦ－ＰＡ２／ＷＪＦ－ＰＡ３４／ＷＪＦ－ＰＥ４／ 

ＷＪＦ－ＤＩ１６□□／ＷＴＭモジュール時指定した 

“ユニット－サブユニット”が入ります。 

モジュール ユニットＮｏ 

ＷＲＭ Ａ～Ｄ 

ＷＫＭ Ａ～Ｇ 

ＷＲＭＰ／ＷＲＢＣ／ 

ＷＲＢＡ-ＤＩＯ 

Ａ、Ｂ 

ＷＲＭＣ 

 

ＰＡ１２ Ａ～Ｌ 

ＰＡ１３ Ａ～Ｈ 

ＰＡ３３ Ａ～Ｈ 

ＰＡ３４ Ａ～Ｄ 

ＷＪＭ□  Ａ－１～Ｈ－４ 

ＷＴＭ Ａ－１～Ｄ－６

Ｅ～Ｉ 

その他 ０(ゼロ) 

 

・行Ｎｏ、列Ｎｏ     → 蓄積をするデータを表示している監視画面の行、列の番号が入ります。 

・データ種別       → データ種別が入ります。データ種別は、以下のようになります。 

データ種別 ファイル名 

パーセントデータ ０ 

電力量データ（ＷＫＤ／ＷＲＭＣ

／ＷＣＤ／ＷＫＭ／ＷＪＭ） 

１ 

電力量データ（ＷＲＭ／ＷＲＭＰ） ２ 

カウントデータ ３ 

デジタルデータ ４ 

力率 ５ 

 

～ ～ ～ ～ ～ 

～ ～ ～ ～ ～ 
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    ○監視モニタの蓄積ファイルデータフォーマット： 

     ＹＹＹＹ/ＭＭ/ＤＤ，ＨＨ:ＭＭ:ＳＳ，データ,単位 

     通信異常時のデータは”-“、無効データは”+” になります。 

      例）データが通信異常  2005/03/16,12:00:00,- 

 

    ○監視モニタの蓄積ファイルサイズ 

     １チャンネル １００００件で約５００kByte 

     ハードディスクの空き容量は余裕を持って空いていることを確認してください。 

     空き容量が無くなると監視モニタは停止します。 

 

 

    ○簡易モニタの蓄積ファイル名 

     ＹＹＹＹ ＭＭ ＤＤ ＨＨ ＭＭ ＳＳ － ユニットＮｏ－サブユニットＮｏ．Ｄａｔ 

      西暦   月   日   時   分   秒         00～03（4 サブユニットまで） 

                          00～15（16 ユニットまで） 

蓄積開始時間（年月日時分秒） 

     例） 2004 年 10 月 31 日 00 時 00 分 00 秒 ユニットなしの場合 

        20041031000000-00-00.Dat になります。 

    ○簡易モニタの蓄積ファイルデータフォーマット： 

      ＹＹＹＹ／ＭＭ／ＤＤ, ＨＨ：ＭＭ：ＳＳ, ﾃﾞｰﾀ 1,ﾃﾞｰﾀ 2,・・・ﾃﾞｰﾀ 24 

           モニタデータ（24 データ固定） 

           蓄積時分秒 

           蓄積年月日 

 

     例）・デジタルデータ 

        2004/10/31, 00:00:00, 1,0,1,0,1,0,1,0,,,,,,,,,,,,,,,, 

       ・アナログデータ 

        2004/10/31, 00:00:00, 104.00,－4.00,104.00,-4.00,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

       ・通信異常発生 

        2004/10/31, 00:00:00,  －,－,－,－,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,  

       ・無効データ取得 

        2004/10/31, 00:00:00,  + ,+ , + ,+ ,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,    

 

      ※スケーリング機能はありません。            
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８－９. 自動蓄積データ削除 

 

    ＣＳＶＦＩＬＥディレクトリに保存されている蓄積ファイルを指定した日時に 

    バックアップディレクトリに移動します。 

 

    ※現在までの蓄積ファイルのデータはＣＳＶＦＩＬＥディレクトリからなくなります。 

    ※簡易モニタの蓄積ファイルと監視モニタの蓄積ファイルは同じバックアップフォルダ 

     に保存されます。 

 

    ○バックアップディレクトリ名 

     インストールしたディレクトリ内の「ＣＳＶＦＩＬＥ」の中に作成します。 

     ディレクトリ名はＹＹＹＹＭＭＤＤＨＨＭＭになります。 

              西暦   月 日  時  分    

 

    例）2004/10/19 10 時にバックアップを行った場合、バックアップディレクトリ名は 

「200410191000」になります。 
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８－１０. 系統図表示画面 

 

    プルダウンメニュー「ツール」から『系統図表示』を指示すると、下記画面を表示します。 
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「参照」をクリックすると下記の画面を表示するので表示するファイルを指定します。 

 

 

 

     ※ビットマップ形式、ＪＰＥＧ形式、ＧＩＦ形式のファイルを指定してください。 

 

 

 指定したファイルを画面に表示します。 

    系統図画面上には、任意にメータ、バーグラフ、デジタルグラフを配置することが出来ます。 

    配置位置は記憶され、次回以降も最後に表示した状態で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※画面はサイズ変更可能です。  

     ※次回以降に系統図画面を表示する時は最後に参照で指定したファイルを表示します。  
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８－１１. イベントログ 

 

８－１１－１. イベントログファイル 

 

    イベントログファイルは、本プログラムをインストールしたディレクトリ内にあります。 

    ファイル名は、Ｅｖｅｎｔ．Ｌｏｇです。 

 

       出荷時設定パス： 

      Ｃ：￥ＲＩＡＬＨＯＳＴ￥ＭＯＮＨ￥Ｅｖｅｎｔ．Ｌｏｇ 

            インストール時に指定したディレクトリです。 

（プログラムのインストール参照） 

 

 

 

８－１１－２. イベントログ内容 

    イベントログファイルに書き込む内容は下記になります。 

     ・ポートオープンエラー 

      YYYY/MM/DD,HH:MM:SS,ポートオープンエラー(COM1～5､LAN) 

 

     ・通信エラー 

      YYYY/MM/DD,HH:MM:SS,通信エラー,モジュール名称-（ユニットＮｏ）,コメント 

 

     ・アラーム発生（ＬＬＯＷ／ＬＯＷ／ＨＩ／ＨＨＩ） 

      YYYY/MM/DD,HH:MM:SS,アラーム(LLOW/LOW/HI/HHI)発生,行,列,モジュール名称- 

              （ユニット No）-データ名,コメント,データ,アラーム設定値 

 

     ・アラーム復旧（ＬＬＯＷ／ＬＯＷ／ＨＩ／ＨＨＩ） 

      YYYY/MM/DD,MM:NN:SS,アラーム(LLOW/LOW/HI/HHI)復旧,行,列,モジュール名称- 

              （ユニット No）-データ名,コメント,データ,アラーム設定値 

 

     ・起動 

      YYYY/MM/DD,HH:MM:SS,起動 

 

     ・終了 

      YYYY/MM/DD,HH:MM:SS,終了 

 

     ・警報発報通知 

      YYYY/MM/DD,HH:MM:SS → 通知メッセージ 
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８－１１－３. イベントログクリア 

 

    プルダウンメニュー「ファイル」から『ログクリア』を指示すると、確認画面を 

    表示します。 

       

 

 

 

 

    『ＯＫ』時ログファイルの中身をクリアします。 

 

８－１２. 画面印刷 

   プルダウンメニュー「ツール」から『画面印刷』を指示すると、確認画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

    『ＯＫ』時監視モニタ画面を印刷します。 

 

 

 

 

  



 

９０  

８－１３. 警報発報通知監視 

 

   環境設定で指定した、ＲＳ２３２Ｃ／ＬＡＮポートを監視し、蓄積設定ツール 

   （ＷＲＳ－ＰＭＳ）より警報発報設定したジョイントモジュール（ＷＪＭ□）からの 

   警報発報通知を監視します。警報発報通知受信時、受信したメッセージを画面に表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   ○アラーム音 

     警報発報通知受信後、１０秒間隔でアラーム音が発生します。 

     アラーム音は、受信メッセージの「ＯＫ」ボタンをクリックしメッセージを 

     消去すると停止します。 

 

 

   ○警報発報通知受信メッセージ自動消去 

     終了時間を０分以外に設定した場合、表示した画面を指定した時間で自動終了します。 

 

 

 

 

   ○プログラム起動 

     環境設定で「警報発報通知受信時指定したプログラムを起動する」にチェックし、 

     起動プログラムを指定すると、警報発報通知メッセージを受信した時に、指定した 

     プログラムを起動します。 

 

 

 

 

    拡張子が(.EXE)の場合、二重でプログラムは起動しません。 

 

 ※警報発報設定については蓄積設定ツール（ＷＲＳ－ＰＭＳ）の取扱説明書を参照してください。 

 

  

警報発報通知受信時間 
警報発報アラーム発生時間 



 

９１  

   ○通知メッセージ 

 ＹＹＹＹ／ＭＭ／ＤＤ，ＨＨ：ＭＭ,メッセージ, 警報発報区分:(アラーム発生値／設定値), 

     西暦   月  日  時  分 

              警報発報設定メッセージ   アラーム発生値／設定値 

                      アラーム警報発報種別 

 

ＤＯ制御{ｻﾌﾞﾈｯﾄＮｏ／ﾓｼﾞｭｰﾙ No／ﾕﾆｯﾄ No／ｻﾌﾞﾕﾆｯﾄ No，ﾁｬﾝﾈﾙ No} 

 

出力状態   発生チャンネル 

 

 

例）警報発報アラームメッセージを「Ｒ相電流アラーム発生」、制御指示出力＝ＯＮに設定 

  し、２００５年３月２６日２０時にアラームＨＩの設定値を超えた場合 

  

  ２００５／０３／２６,Ｒ相電流アラーム発生,監視ＨＩ発生： 

   （２２０／１１０）,ＤＯ＝ＯＮ｛１／１／Ｂ／１,１｝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・西暦            → アラーム発生年 

・月            → アラーム発生月 

・日            → アラーム発生日 

・時            → アラーム発生時 

・分            → アラーム発生分 

・警報発報メッセージ    → 『アラーム値設定、制御指示』で設定したメッセージ 

・アラーム警報発報種別   → アラームＨＨＩの時「監視ＨＨ発生」  

                 アラームＨＩの時「監視ＨＩ発生」 

                 アラームＬＯＷの時「監視ＬＯ発生」 

                 アラームＬＬＯＷの時「監視ＬＬ発生」 

                 アラームＯＮ／ＯＦＦの時、「監視発生」 

・アラーム発生値／設定値  → デジタルデータの時、（ＯＮ－＞ＯＦＦ）、（ＯＦＦ－＞ＯＮ） 

                 デジタルデータ以外のとき、（アラーム発生値／設定値） 

・出力状態         → デジタル出力モジュールの出力状態がＯＮ、またはＯＦＦ 

                 デジタル出力状態を制御していない時ブランクです。 

・発生チャンネル      → アラームが発生したサブネットＮｏ、モジュールＮｏ、ユニットＮｏ、 

                 サブユニットＮｏ、チャンネルＮｏ 
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８－１４. プログラムバージョンの確認 

 

  プルダウンメニューの「ヘルプ」から『バージョン情報』を指示すると下記の画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

   『ＯＫ』をクリックすると、表示終了します。 

 

 

８－１５. プログラムの終了 

 

  本プログラムを終了します。 

  プルダウンメニューの「ファイル」から『終了』を指示すると、本プログラムは終了します。 
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８－１６. エラーメッセージ一覧 

 

 【メッセージ】 

 

  －アルファベット－ 

 

   ＣＳＶファイルオープンエラー 

   →蓄積ファイルのオープンに失敗しました。 

    他のプログラムでファイルを使用しているか確認してください。 

 

   ＣＳＶファイル削除エラー 

   →蓄積ファイルの削除に失敗しました。 

    他のプログラムでファイルを使用しているか確認してください。 

 

   ＣＳＶファイル変更エラー 

   →蓄積ファイルのファイル名変更に失敗しました。 

    他のプログラムでファイルを使用しているか確認してください。 

 

   ＤＢ管理ツールが起動中です。プログラムを終了します。 

   →データベース管理ツールを終了後、本プログラムを起動してください。 

 

   Ｄ／Ｂがオープンできません 

   → ＭＳＤＥがインストールされていないため、データベースを使用することができません。 

    ※簡易モニタ、警報発報通知監視のみ使用可能です 

 

   ＩＰアドレスエラー 

   →正しいＩＰアドレスを指定してください。 

 

  －ア行－ 

 

   アラームの指定が違います（-100000000～100000000） 

   →アラーム値を範囲外の値で設定しました。 

   ※-100000000～100000000 の範囲内で設定し直してください。 

 

   一括削除を行いますか 

   →モニタ設定画面で一括削除をクリックした際に表示します。 

   ※監視・蓄積設定を全て削除します。 

 

  －カ行－ 

 

   画像を表示できません 

   →系統図のファイル形式が適切ではありません。正しいファイル形式のファイルを指定 

    してください 
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   画面印刷を行います 

   →プルダウンメニューの「ツール」から「画面印刷」を指示すると表示します。 

 

   簡易モニタ、警報発報通知監視のみ使用可能です 

   →ＭＳＤＥをインストールしていない状態で起動しました。 

    簡易モニタ、警報発報通知監視のみ使用可能です 

 

   監視Ｎｏの指定が違います（１～５） 

   →監視Ｎｏを範囲外の値で設定しました。 

    ※１～５の範囲内で設定し直してください。 

 

   監視Ｎｏ、行－列を設定してください。 

   →モニタ設定画面で“監視Ｎｏ”、“行－列”のいずれかの列をダブルクリック 

    した時に表示します。監視モニタ画面より設定する監視Ｎｏ、行－列をダブルクリック 

    してください。 

 

   行の指定が違います（１～10） 

   →行を範囲外の値で設定しました。 

    ※１～10 の範囲内で設定し直してください。 

 

   コメント入力エラー（半角２０文字以内） 

   →半角２０文字より多く入力しました。 

    ※半角２０文字以内で入力してください。 

 

 

  －サ行－ 

   サブネットＮｏエラー（１～１９９）又は（サブネットＮｏ＝０且つモジュールＮｏ＝０）  

   →範囲外のサブネットＮｏを入力しました。 

    ※１～１９９の範囲内又はサブネットＮｏ＝０且つモジュールＮｏ＝０で入力してください。 

 

   時間指定エラー 

   →範囲外の自動削除時間を入力しました。 

    ※０～２３の範囲内で入力してください。 

 

   指定された監視Ｎｏ、行、列は既に設定されています 

   →指定した監視Ｎｏ、行、列は既に別のモニタ設定がされています。 

    ※監視Ｎｏ、行、列を変更して設定してください。 

 

   指定したインターフェースの通信ポートは警報発報通知監視で使用しています 

   →指定したインターフェースモジュールの通信ポートと警報発報通知監視で使用している 

    通信ポートが同一です。 

    ※モニタ設定を行いたい場合は警報発報通知監視設定を変更してください。 
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   指定のファイルが見つかりません   

   →警報発報通知受信時に起動するプログラムファイルが見つかりません。 

    ※適切なプログラムファイルを指定してください。 

 

   指定のファイルは起動できません 

   →警報発報通知受信時に起動するプログラムファイルの拡張子が”EXE”、”BAT”以外 

    の拡張子のファイルを指定しました。 

    ※適切なプログラムファイルを指定してください。 

 

   指定のポートはモニタ監視で設定している為警報発報通知監視では使用できません 

   →モニタ設定されているインターフェースモジュールの通信ポートと警報発報通知監視 

    で指定した通信ポートが同一です。 

    ※警報発報通知監視設定で別の通信ポートを指定してください。 

 

   スケールＬＯＷとスケールＨＩの設定が同じです 

   →スケールＬＯＷとスケールＨＩの値が同じです。 

    ※適切なスケール設定をしてください。 

 

   スケールの指定が違います（-100000000～100000000） 

   →スケール値を範囲外の値で設定しました。 

    ※100000000～100000000 の範囲内で設定してください。 

 

  －タ行－ 

    

   タイムアウトの設定が違います （45～180 秒） 

   →範囲外のタイムアウトの設定を入力しました。 

    ※45～180 の範囲内で設定してください。 

 

   単位入力エラー（半角 8 文字以内） 

   →半角８文字より多く入力しました。 

    ※半角８文字以内で入力してください。 

 

   単位を追加登録しますか 

   →単位を任意にチェックを入れ、単位を設定した場合に表示します。 

    ※追加登録する場合は『ＯＫ』を押してください。 
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   月指定エラー 

   →範囲外の自動削除月を入力しました。 

    ※１～１２の範囲内で入力してください。 

 

   定格値の指定が違います 

   →範囲外の定格値を入力しました。 

    ※各定格値の範囲内で設定してください。 

 

   デジタルはこれ以上表示することができません 

   → 監視モニタにてデジタルグラフを１１個以上表示しようとした時に表示します。 

    ※ デジタルグラフは１０個までしか表示できません。 

 

 

  －ナ行－ 

 

   ニューロンＩＤエラー 

   →ニューロンＩＤを範囲外の値で入力しました。 

    ※000000000000～FFFFFFFFFFFF の範囲内で設定してください。 

 

 

  －ハ行－ 

 

   バーグラフはこれ以上表示することができません 

   → 監視モニタにてグラフを３０個以上表示しようとした時に表示します。 

    ※グラフは３０個までしか表示できません。 

 

   日付指定エラー 

   →範囲外の自動削除日を入力しました。 

    ※正しい日付で入力してください。 

 

   表示時間の指定が違います 

   →範囲外の表示時間を指定しました。 

    ※0～99 分の範囲内で設定してください。 

 

   ポートオープンエラー 

   →通信ポートのオープンに失敗しました。 

    ※他プログラムがポートを使用していないか確認してください。 
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  －マ行－ 

 

   未使用に設定されている CH は設定できません 

   →モニタ設定画面で灰色に表示されているチャンネルを監視設定しようとした時に 

    表示します。 

 

   メーターはこれ以上表示することができません 

   → 監視モニタにてグラフを３０個以上表示しようとした時に表示します。 

   ※ グラフは３０個までしか表示できません。 

 

   モジュールＮｏエラー 

   →範囲外のモジュールＮｏを入力しました。 

    ※１～126 の範囲内で入力してください。 

 

   モジュール通信エラー 

   →モジュールとの通信で通信異常が発生しました。 

    ※通信ケーブルの接続を確認してください。 

    ※ボーレート、サムチェック、パリティチェックの設定が本プログラムと 

     インターフェースモジュールで一致しているか確認してください。 

 

   モジュール登録情報が削除されています､モニタ監視情報､グラフ情報を削除します 

   →モジュール登録情報が削除されています。 

    ※モニタ設定、グラフ設定、蓄積ファイルを削除します。  

 

   モジュール名称が変更されています､設定を更新します 

   →モジュール名称が変更されています。 

    ※モニタ設定、グラフ設定、蓄積ファイル名称を変更します。  

 

   モニタ設定を削除します 

   →モニタ設定、グラフ設定、蓄積ファイルを削除します。 

 

   モニタ設定を変更します 

   →モニタ設定、グラフ設定、蓄積ファイル名称を変更します。  

 

   モニタするモジュールを選択してください 

   →モニタ設定画面でモニタするモジュールが選択してません。 

    ※モニタリストからモニタするモジュールを選択してください。 
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   モニタを停止します 

   →監視モニタ中に簡易モニタ画面、又はモニタ設定画面を表示しようとしました。 

    ※簡易モニタ画面、モニタ設定画面は監視モニタを行いながら表示できません。 

     モニタを停止して表示します。 

 

   モニタを停止してください 

   →設定画面でモニタ中に画面終了しようとしました。 

    ※モニタを停止してから画面終了してください。 

 

  －ラ行－ 

 

   列の指定が違います（１～６） 

   →列を範囲外の値で設定しました。 

    ※ １～６の範囲内で設定し直してください。 

 

   リトライの設定が違います（0～5 回） 

   →範囲外のリトライの設定を入力しました。 

    ※0～5 の範囲内で設定してください。 

 

   ログをクリアしますか。 

   →メニューからログクリアを指定した時に表示します。 

    ※ログファイルをクリアしても良い場合は『ＯＫ』をクリックしてください。 
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付録１. 高調波次数、高調波相／高調波相間情報の表示内容について 

 

モニタ画面で表示される、高調波次数、高調波相／高調波相間情報について説明します。 

 

 

 

 

  

① 

① 

 



 

１００  

  ①モジュール名、モジュール種別欄に高調波次数、高調波相／高調波相間情報を表示します。 

   高調波次数、高調波相／高調波相間情報は、モジュールの先頭、または高調波要素行に表示 

   されます。 

   表示される高調波次数、高調波相／高調波相間情報については、モジュール登録ツール 

   （ＷＲＳ－ＮＣＦＴ）で設定を行います。 

   高調波次数、高調波相／高調波相間情報の設定変更については、モジュール登録ツール 

   取扱説明書を参照してください。 

    ※単相２線の場合、高調波相／高調波相間情報は表示されません。 

 

    表示される高調波次数情報 

     ・総合(２次～１５次) 

     ・基本波(１次) 

     ・３次 

     ・５次 

     ・７次 

     ・９次 

     ・１１次 

     ・１３次 

     ・１５次 

 

    表示される高調波相／相間情報（単相３線） 

     ・最大相／最大相間 

     ・１相／１－Ｎ間 

     ・２相／２－Ｎ間 

 

    表示される高調波相／相間情報（三相３線） 

     ・最大相／最大相間 

     ・Ｒ相／Ｒ－Ｓ間 

     ・Ｔ相／Ｓ－Ｔ間 

  



 

１０１  

付録２. Windows10 ご使用中の起動失敗について 

 

   Windows10 をご使用中でプログラムの起動に失敗する場合、下記設定値をご確認下さい。 

 

      スタートメニュー横の検索バーをクリックし「regedit」と入力します。 

      表示される「レジストリ エディター」をクリックします。 

      

 

      表示されたレジストリエディター画面で、下記階層まで移動します。 

「HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\Nls\Sorting\Versions」 

      
      画面右側の「(既定)」をダブルクリックします。 



 

１０２  

      「値のデータ」テキスト欄に表示された値が「00060305」となっている場合、 

      「0006020f」に変更し、「ＯＫ」をクリックします。 

 

        

 

 

        
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前6丁目16番地19号 

電話 03(3400)6141(代表)    FAX 03(3409)3156 

ホームページ http://www.watanabe－electric.co.jp 

(JR原宿駅／東京メトロ千代田線明治神宮前駅下車) 
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